
2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床実習

ChnicaI Practice

必修
選択

必 修 年 次 1

担当教員 内村 陽一

実務経験 O

l受 業
形態

実習
総時間
(単位 )

45

1

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通 金曜124限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床現場に出る際に必要な基礎的知識を学ぶ。
※整骨院で6年勤務

【到達目標】

臨床現場にて適切な問診、視診、触診をできるようにする

授案計画・内容

1回 目 臨床実習について(座学)

2回 目 医療面接 (オープン・クローズドクエッション、基本的傾聴、共感的態度X座学)

3回 目 医療面接 (位置感・足E離感、メラビアンの法則)(座学)

4回 目 業務上の危機管理 (リ スクマネジメント、Lヤ リハット、医療事故と医療過誤X座学 )

5回 目 業務上の危機管理 (施術録、個人情報、インフオームドコンセント)(座学)

6回 目 医療面接等のまとめ(座学)

7回 目 確認テスト(座学 )

8回 目 ランドマークについて

9回 目 上肢 (肩 甲骨)、 肩甲骨を起始とする筋

10回 目 上肢 (上腕骨)、 上腕骨を起始とする筋

11回 目 上肢 (撓骨、尺骨)上肢 (手 )

12回 目 上肢確認テスト

13回 目 下肢 (骨盤)、 骨盤を起始とする筋

14回 目 下肢 (大腿骨)、 大腿骨を起始とする筋

15回 目 下肢 (胆骨、月

'1骨

)下肢 (足 )

16回 目 下肢確認テスト

17回 目 身体計測について

18回 日 身体計測 (BMI)、 in BOdy

19回 目 身体計測 (四肢長、四肢周径)

20回 目 身体計測確認テスト

21回 目 関節可動域 (ROM)測 定について

22回 目 関節可動以上肢 (肩関節 )、 肩関節を動かす筋 (屈曲、伸展、外転、内転、外旋、内旋)

23回 目 関節可動域上肢 (肘関節 )、 肘関節を動かす筋 (屈曲、伸展、国内、回外 )

24回 目 関節可動域上肢(手関節)、 手関節を動かす筋(掌屈、背屈、桟屈、尺屈)

25日 目 関節可動以上肢確認テスト

26回 日 関節可動域下肢 (股関節 )、 股関節を動かす筋 (屈曲、仲晨、外転、内転、外旋、内旋)

27回 目 関節可動域下肢 (膝関節 )、 膝関節を動かす筋 (屈曲、伸展)

28回 目 関節可動域下肢 (足聞節 )、 足関節を動かす筋 (屈 曲、伸展、内がえし、外がえし、外転、内転 )

29回 目 関節可動域下肢確認テスト

30回 目 総復習

準備学習
時間外学習

解剖学、柔整理論 (測 定)の復習をしておく。

評価方法 出席卒、授業態度、確認テストなど

受講生への
メッセージ

臨床現場での不安要素を減らすため、基礎的な範囲をしつかり復習しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :解 剖学 配布 プ リン ト



2023年度 授業概要
学 科  : 柔道整復科

科目名

(英 )

臨床実習

ClinicaI Practice

必修
  :  必4多

選択  :
年次 2

担当教員 齊藤 智仁

○実務経験

授業

形態
実 習

総時間

(単位 )

90(内 1/4)

2(内 1/4)

開講区分

曜日 時限

前期

ヨース 共 通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床に基づ く学習を行う。ガイドラインに基づいた内容から派生 していくような講義進行をする。整形外科併設の

【到達目標】

臨床に出た時に、臨床実習ガイ ドラインの内容が行える、心l蕎 えを持っている状態を目指す。

授業計画・内容

1回 目 肩テービング (キ ネシオによる)

2回 目 肘 。前腕テービング (キ ネシオによる)

3国 目 腰 テー ピング (キ ネシオによる)

4回 目 1～ 4回 までの確認テス ト

5回 目 膝テーピング (キ ネシオによる)

6回 目 膝テーピング (ホ ワイ トテープによる)

7回 目 下腿三頭筋テービング (キ ネシオによる)

8回 目 足関節テーピング (ホ ワイ トテープによる)

9回 目 6～ 9回 の確認テス ト

10回 目 社会保障について

11国 目 社会保障について

12回 目 各種保険について

13回 目 各種保険について

14回 目 10～ 13回 の確認テス ト

15回 目 1～ 14回 までの復習

準備学習

時間外学習
内容を理解 してい くうえで復習が重要 とな ります。家庭での復習を実施 して ください。

評価方法 出席率 ・授業態度

受講生への

メッセージ
臨床に出る上でとても大切な講義になります。欠席することのないように取 り組みましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

ホワイ トテーピング、キネシオテービング、社会保障教科書、関係法規教科書



2023年 度 授業概要

学  科 柔道整復科

科 目名

(英 )

Cl nica Proctice

臨床実習
必修

選択

必 修 年 次 2

担当教員 齊藤 智仁

実務経験 O

授業

形態

実習

総 時間

(単位 )

90(内 2/4)

2(内 2/4)

開講区分

曜日 時限

前期・後期

コース 共 通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床に基づ く学習を行う。ガイ ドラインに基づいた内容から派生 していくような講義進行をする。整形外科併設の整骨院6年動

務。

【到達目標】

臨床に出た時に、臨床実習ガイドラインの内容が行える、心構えを持っている状態を目指す。

授桑計画・ f勺容

1回 目 1セ メで行った解剖学 (神経)の復習

2回 目 1セ メで行った解剖学 (神経)の復習

3回 目 深部反射・表在反射

4回 目 深部反射・表在反射

5回 目 深部反射・表在反射

6回 目 1～ 5回 までの確認テス ト

7回 目 運動機能検査

8回 目 運動機能検査

9回 目 運動機能検査

10回 目 7～ 9回 までの確認テス ト

11回 目 包帯固定・厚紙副子・ギプスシーネを用いた固定

12回 目 包帯固定・厚紙副子・ギプスシーネを用いた固定

13回 目 包帯固定 。厚紙副子・ギプスシーネを用いた固定

14回 目 包帯固定・厚紙副子 ギプスシーネを用いた固定

15回 目 11回～ 14回 までの確認テス ト

準備学習 時間外

学習

内容を理解 していくうえで復習が重要 となります。家庭での復習を実施 してください。

評価方法 出席率・授業態度

受 イJ生 へのメ ン

セージ

臨床に出る上でとても大切な講義になります。欠席することのないように取 り組みましょう。

【使用教科書 教材 参考書】

包帯・厚紙副子・解剖学教科書 柔道整復理論 柔道整復実技教科書・資料



2023年度 授業概要

学  科 柔道整復科

科 目名

(英 )

Clinica Practice

臨床実習
必修

選択

必 修 年 次 2
担当教員 齊藤 智仁

実務経験 ○

授 業

形 態

実習

総時間

(単位 )

90(内 3/4)

2(内 3/4)

開講 区分

曜 日 ‐時 限

後 期

コース 共 通

【授業の学習内容〕 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床に基づ く学習を行う。ガイ ドラインに基づいた内容から派生 していくような詰義進行をする。整形外科併設の整骨院6年勤務。

【到達目標】

臨床に出た時に、臨床実習ガイ ドラインの内容が行える、心構えを持っている状態を目指す。

授業計画・内容

物理療法 (後療法)

2回 目 物理療法 (後療法 )

3回 目 物理療法 (後療法)

4回 目 物理療法 (後療法)

5回 目 物理療法 (後療法)

6回 目 1～ 6回 までの確認テス ト

7回 目 社会保障について

8回 目 社会保障について

9回 目 受領委任の説明

10回 目 受領委任の説明

11回 目 7～ 10回 までの確認テス ト

12回 目 ロールプレイング

13回 目 ロールプレイング

14回 目 ロールブレイング

15回 目 ロールプレイング

準備字
´
舌
司 時 間外

学習

内容を理解 していくうえで復習が重要 となります。家庭での復習を実施 してください。

評価方法 出席率・授業態度

受講生へのメッ

セージ

臨床に出る上でとても大切な詰義になります。欠席することのないように取 り組みましょう。

【使用教科書 教材 参考書】

包帯 厚紙副子 解剖学教科書・柔道整復理論・柔道整復実技教科書・資料



2023年度 授業オF兄要
学 科  : 柔道整復科

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

前期・前後期 (× 前期中盤から後期中盤にかけて)・ 後期におこなった臨床実習の内容が定着 しているかを確認す

る。最後に1年生の総まとめとしての確認テス トを行 う。整形外科併設の整骨院6年勤務。

担当教員 齊藤 智仁必修

選択
必 修 年次 2

実務経験 ○

科目名

(英 )

臨床実習

CtinicaI Practice 不定期

ヨース 共 通

授業
 :  実習

形態  :

総時間

(単位 )

90(内 4/4)

2(内 4/4)

開講区分

曜日・時限

【到達目標】

前期・前後期 (※ 前期中盤から後期中盤にかけて)。 後期に行った授業を繰 り返 し復習することで高度な技術・知

識が定着され、柔道整復師として適切な行動ができるようになる。

授業計百回・内容

1回 目 前期に行った臨床実習の復習①

2回 目 前期に行った臨床実習の復習②

3回 目 前期に行った臨床実習の復習③

4回 目 前期範囲の復習テス ト

5回 目 前 。後期 (※前期中盤から後期中盤にかけて)に行った臨床実習の復習①

6回 目 前・後期 (※前期中盤から後期中盤にかけて)に行った臨床実習の復習②

7回 目 前・後期 (×前期中盤から後期中盤にかけて)に行った臨床実習の復習③

8回 目 前・後期範囲の復習テス ト

9回 目 後期に行った臨床実習の復習①

10回 目 後期に行った臨床実習の復習②

11回 目 後期に行った臨床実習の復習③

12回 目 後期範囲の確認テス ト

13回 目 総復習

14回 目 総復習

15回 目 全学期の内容確認テス ト

準備学習

時間外学習
各学期で学んだ臨床実習の内容の復習をしておくこと

評価方法 出席率 ・授業態度 ・確認テス ト

受講生への

メッセージ

臨床現場で必要な技術・知識を繰 り返 し行うことで定着させていきます。

最初はできなくても繰 り返すことで徐々に成長 していきますので、頑張っていきましょう。

【使用教科書 ,教材 参考書】

ホワイ トテーピング、キネシオテーピング、社会保障教科書、関係法規教科書包帯・厚紙副子・解剖学教科書・柔

道整復理論・柔道整復実技教科書・配布資料



2023年度 授業概要
学 科  :柔 道整復科

科目名

(英 )

臨床実習

ChnicaI Pracdce

必修
選択

必 惨 年 次 3
担当教員 水元宏哉

実務経験 O

援 業

形
講 義

総時間
(単 位 )

45(肉 1/2)

1(内 1/2)

開講区分

曜日・時限

前期 (前半 )

コース 共 通

【l貫業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような長業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床現場で多くみられる疾患を問診から施術・固定まで流れでできるよう指導する。
実務経験十教育現場 ,接骨院・整形外科にて11年勤務)

【到達目標】

臨床現場において対応できる能力を身につけ、該当症状に対して適切な処置法を行う事ができるようになる。□

投案雹+画・内容

1回 目 礎板損傷 (理論、検査法、包帯・三角巾固定)

2回 目 上腕二頭筋長頭腱損傷 (理論、検査法、テーピング)

3回 目 上腕骨外側上顆炎(理論、検査法、テーピング)、 手根管症帳群 (理論、検査法、手首のテーピング)

4回 目 腱鞘炎(理論、検査法、テーピング)、 頸部神経根症 (理論、検査法 )

5回 目 胸郭出口症候群 (理論、検査法、手技疾法)

6回 目 大腿四頭筋打撲、肉離れ、ハムストリングス肉離れ (理論、検査法、テーピング)

7回 目 腎部、大腿部ストレッチ①

8回 目 瞥部、大腿部ストレッチ②

9回 目 前十字靭帯損傷、半月板損傷 (理論、検査法、テーピング)

10回 目 倒副靭帯損傷 (理論、検査法、テービング)

11回 目 腰部椎間板ヘルニア(理論、検査法、テーピング)

12回 目 ストレッチ総 復 習

13回 目 ストレッチ総復習

14回 目 試験

15回 目 角鶴見 (冠名包帯:デゾー、ヴェルポー、ジュール)

準備学習

時間外学習
解割学、柔道整復理論、柔道整復実技、包帯固定学の予習復習

評価方法 筆記試験、実技試験

受講生への
メッセージ 臨床に出るにあたって必要な学習をします。欠席をしないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学、柔道整復理論第7版 、柔道整復実技第2版、包帯固定学



2023年度 授業オF児 要
学 科  :柔 道整復科

科 目名

(英 )

臨床実習

ChnicaI Practice

必修

選択
必 惨 年 次 3

担当教員 水元宏哉

実務経験 O

授業

形態
講 義

総時間

(単位 )

45(内 2/2)

,(内 2/2)

開講区分

曜日・時限

前期 (後半 )

コース 共 通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床現場で多くみられる疾患を問診から施術・固定まで流れでできるよう指導する。
実務経験 ;教育現場・接骨院・整形外科にて11年勤務)

【到違目標】

臨床現場において対応できる能力を身につけ、該当症状に対して適切な処置法を行う事ができるようになる。□

□

□

□

□

授棄計画・内容

1回 目 施術録の作成練習

2回 目 ″十受領委任の説明 足関節捻挫復習 (検査法、触察 )

3回 目 ロールプレイング 足関節外側靭帯損傷 (問 診、触診、検査法、回定、受領委任の説明まで)

4回 目 ロールプレイング 腱板損傷・上腕二頭筋長頭腱損傷 (問診、触診、検査法、固定、受領委任の説明まで)

5回 目 ロールプレイング 隆板損傷・上腕二頭筋長頭腱損傷(問診、触診、検査法、固定、受領委任の説明まで)

6回 目 ロールプレイング 上腕骨外側上顆炎・腱鞘炎(間診、触診、検査法、固定、受領委任の説明まで)

7回 目 ロールプレイング 大腿部打撲・肉離れ (問 診、触診、検査法、固定、受領委任の説明まで)

8回 目 ロールプレイング 大腿部打撲・肉離れ (問 診、A4診 、検査法、固定、受領委任の説明まで)

0回 目 ロールプレイング 半月板、側副靭帯、前十字靭帯損傷(問診、触診、検査法、固定、受領委任の説明まで)

10回 目 ロールプレイング 半月板、側副靭帯、前十字靭帯損傷 (問診、触診、検査法、回定、受領委任の説明まで)

11回 目 ロールプレイング 半月板、側冨1靭帯、前十字靭帯損傷 (聞 診、触診、検査法、国定、受領委任の説明まで)

12回 目 総復習

13回 目 試 験

14回 目 試 験

15回 目 解 説

準備学習

時間外学習
解割学、柔道整復理論、柔道整復実技、包帯固定学の予習復習

評価方法 筆記試験、実技試験

受講生への
メッセージ

臨床に出るにあたって必要な学習をします。欠席をしないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学、柔道整復理論第6版 、柔道整復実技第2版 、包帯固定学



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科 目名

(英 )

整形外科学

Orthopedic Surgery

必惨選択 み惨or選択 年次 3
担当教員 今村 公一

実務経験 O

授業形態 議毅 o「実習
総時間

(単 位 )

60

3

開講区分 前期・後期前半

コース 共 通 曜 日 時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

整形外科学的検査や診察法を学習することにより、専門的知識を習得することはもちろんのこと、医接連携のとれる柔整師になれるようになる

※ 実務経験 癌リハ認定医として骨、筋、関節などの癌患者のリハビリを実践している

【到達目標】

Э整形外科的診察法を実践できる
の画像診断について説明できる
Э整形外科的腫瘍について理解し説明ができるようになる
Э国家試験に対応できるレベルの理解力を取得する

旗粟 計 回・門谷

1回 目 運動器の基礎知識

2回 目 整形外科診察法

3回 目 整形外科検査法

4回 目 整形外科的治療法

5回 目 骨関節損傷総論

6回 目 スポーツ外傷 総論・リハビリテーション総論

7回 目 感染症

8回 目 骨腫瘍

9回 目 軟部腫瘍

10回 目 関節 リウマチ (OA)

11回 目 全身性の骨軟部疾患

12回 目 骨系統疾患

13回 目 全身性疾患

14回 目 骨端症

15回 目 神経麻痺

16回 目 全身性神経線維症

17回 目 脊髄腫瘍

18回 目 身体部位別各論 頚部 胸椎部

19回 目 前期総復習

20回 目 前期定期試験

21回 目 身体部位別各論 肩

22回 目 身体部位別各論 上腕

23回 目 身体部位別各論 肘 前腕

24回 目 身体部位別各論 手関節 。手

25回 目 身体部位別各論 骨盤

26回 目 身体部位別各論 股関節

27回 目 身体部位別各論 大腿

28回 目 身体部位別各論 膝・下腿

29回 目 後期前半総復習

30回 目 後期前半定期試験

準備学習

時間外学習
各摂業の復習を家庭で実施してください

評価方法 定期言式馬父100」。

受講生への
メッセージ

整形外科の領域は柔道整復師の業務と関わりが深い内容です。正しい知識を身につけ、それぞれの業務範囲の中で医接連携がとれるようになってくださ
い。欠席がないようにしてください。

【使用教科書'教材 参考書】

整形外科学  全国柔道整復学校協会 監惨



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名

(英 )

一般臨床医学

MedicaI Science Lecutures

必修選択 必修 年次 2
担当教員 小原 直

実務経験 ○

授業形態 講義
総時間
(単位 )

80

4

開講区分 通 年

ヨース 共通 曜日・時限

【摂業の学習内容】 (※ 実務経験 のある教 員 、知 見を有する教 員が 、どのような I買 業を実施 するの か 、具 体 的 に記載する )

人における内科的障害についての診断の基礎を学び、各疾患においての異常症状について知識の修得を行い、正常、異常が判断できるようになり、本講義終了時には各々の項 目におい

て説明てきるようになる。

実務者経験 :武久病院内科に平成27年より属し治療に携わる

【到達目標】

診断の重要点を理解でき、3診、触診、出血傾向、肺疾患、循環器疾患、消化器疾患、内分泌疾患について説明ができるようになる。

1回 目 診寮概論と診察各論 (医療面接)

2回 目 診察各論 (視診① )

3回 目 診察各論 (視診② )

4回 目 診察各論 (視診③ )

5回 目 診察各諭 (視診④ )

6回 目 診 黎 各 誦 (子 I診と聡 診 ,

7回 目 診 黎 各 誦 (生 節 の Tュ択候 ,

8回 目 診 弊 各 誦 (慇
~見

積 食

'

9回 目 診 黎 各 誦 (反 射 梗 食

'

10回 目 診 黎 各 誦 (代 表 円 アュ
‐
臨 床 J正】入く]′ ,

11回 目 診 黎 各 誦 (代 表 円 アュ
‐
臨 床 J正】天り ,

12回 目 梗 食 活 と王 妥 な l矢 患 (Ⅲ Ⅲ吸 希 J矢患く1,,

13回 目 王 豊 な ,矢 患 (1盾 環 器 l矢 患 ,

14回 目 主要な疾 患 (消 化器 疾 患① )

15回 目 主要な疾患 ('肖 化器疾患② )

16回 目 前期 総復 習① 付録 の確 認 を併 用

17回 目 前期 総復 習② 付録 の確 認 を併 用

18回 目 前期総復習③付録の確認を併用

19回 目 前 期 総復 習 (4)付 録 の確 認を併 用

20回 目 前 期 定期 試験

21回 目 主要な疾 患 (代謝 疾 患C)

22回 目 主要な疾 患 (代謝 疾 患② )

23回 目 主要な疾患(内分泌疾患① )

24回 目 主要な疾思(内分泌疾患② )

25回 目 主要な疾患(内分泌疾患③ )

26回 目 主要 な疾 患 (曽 液・造 選器 疾 患 )

27回 目 主要な疾患(腎・尿路疾患①)

28回 目 主要な疾患(腎・尿路疾患(2つ )

29回 目 王 景 ア
(^‐ 】矢患 鮪 秤 】矢意∪ ,

30回 目 王 妥 ア
(^‐ )矢 患 鮪 郡 〕矢患 ⑫ ,

31回 目 三 妥 ′
(^‐ 次 患 く稿 郡 】矢患 ∪ ,

32回 目 三 要 な )矢患 (感 梁「正総 誦

'

33回 目 王 妥 な l矢患 (慇 乗

「

正各 誦

'

34回 目 三 妥 な l矢 患 (リ ウマチ・膠 原 病・ア レル キ ー 総 論 、各 疾 患∪

'

35回 目 工 妥 な ,矢 患 (リ ウマテ・膠 原 l丙・ア レル キ ー 各 猥 忌⑫ )、 ユュ境 豊 囚 に よる捩 憩

36回 目 後 テvH総 イ夏首 ∪ 付 主泉の 確 認 を l升用

37回 目 後ア▼H総優曽⑫付録のh経認を併用

38回 目 後 ヌ胡総 優 習 ⑨ 付

“

泉の 罐 認 を併 用

39回 目 後 別 総 恨 習 01寸録 の ねE認を併 用

40回 目 後 期 足 刷 試 験

準備学習

時間外学習

生理学・病理学についての予習が必要です。

疾患を理解するために、各講義の復習を実施してください

評十面方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

日々の復習によって理解が深まっていきます。同じような症状が出る疾患がありますのできちんと理解して説明できるよ〕こなってください。欠席のないよ
うにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

一般臨床医学 全国柔道整復学校協会 監修



2023年 度 授業′
lF児要

学 科 :柔道整復科

科 目名

(英 )

運動学

Kinesiology

必修選択 必修 年次
担当教員 熱田 生

実務経験 ○

授業形態 言青義
総時間

(単 位 )

20 開講区分 後期

ヨース 共通 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

基礎を元に、関節運動、それを動かす筋、神経について理解する。実際に自分の身体を使い運動を実践しながら運動について説明できるようになることで理解を深めて
いく。

実務経験 :九 州大学、南カリフォルニア大学、九州大学病院で約18年勤務

【到達目標】

Э解告J学 的なことをもとに、運動に必要な要素について説明ができる。
②各関節の運動について理解し、説明することができる。
9重心について理解し、姿勢について説明することができる。

1回 目 前期範囲の復習①

2回 目 前期範囲の復習②

3回 目 神経の構造について

4回 目 運動感覚について

5回 目 反射について

6回 目 肩関節、前腕の運動について

7回 目 手関師の運動について

8回 目 股関師の運動について

9回 目 膝関節、足関節の運動について

10回 目 体幹と脊柱の運動  頚椎について

11回 目 体幹と脊柱の運動  胸椎 腰椎 仙椎について

12回 目 体幹と脊柱の運動  顔面・頭部 姿勢について

13回 目 姿勢(重 心、立位姿勢、立位姿勢抑制)に ついて

14回 目 歩行(同期、分析)に ついて

15回 目 歩行 (分析、代謝、異常歩行)に ついて

16回 目 運動発達 (反射・反応、上肢の発達)について

17回 目 運動学習(動機付け、記憶、学習)について

18回 目 総復習

19回 目 総復習

20回 目 学期末試験

準備学習
時間夕小学習

各運動について理解を深める上で、解割学(骨 ,筋・4申経)の復習は必須となります。歩行についても、自分自身で歩行を実践し復習してください。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への
メッセージ

解剖学で学習した関節を実際に動かすことで運動学となります。各関節の運動や、総合的な運動として歩行などを学習していきます。自分の身体を使い
実際に運動をしながら学習してください。また欠席のないように注意して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

煙動学 全国柔道整復学校協会 監修



2023年度 授業本F児要

学 科 :柔道整復科

科目名

(英 )

運動学

K neslolow

必修選択 必惨 年次
担 当教員 辻 康夫

実務経験 ○

授業形態 諾 義
総時間

(単位 )

２０

　

１

開講区分 前 期

コース 共通 曜 日 時限 月曜 123限

【援業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

運動器の構造、機能で学んだ知識を生かし、可動域を考えながら運動、動作を探求する。

※実務経験 :九 州大学病院にて7年間治療に携わる。

【到達目榛】

骨、筋の知識をより実践的に理解できるようにする。

援葉針画 i内容

1回 目 運動学概論、重心、ベクトル

2回 目 て こ

3回 目 骨の構造 、機能、カルシウム代謝

4回 目 関節の構造、機能

5回 目 筋の構造、機能、筋収縮

6回 目 筋収縮 に必要なエネルギー

'回
目 筋収縮の様態、随意運動の発現

8回 目 上肢帯の運動学

9回 目 肘関節の運動学

10回 目 言式験・解説

準備学習
時間外学習

覚えられるところは授業中に覚える。必要に応じて自宅学習を行う。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への
メッセージ

骨、筋の知識を復習しながら、必要に応じて自宅学習をすることが望水しい。

【使用教科書 教材・参考書〕

運動学  全国柔道整復学校協会  監修



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名

(英 )

衛生学 ,公衆衛生学

Hygiene/Pub“ c Hcalth

必修選択 必修 年次 3
担当教員 宇都宮 美咲

実務経験 〇

授業形態 講 義
総時間

(単位 )

60

3

開請区分 前期・後期前半

ヨース 共 通 曜日・時限

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

衛生学・公衆衛生学を学ぶ事で、現代社会で最も重要とされる問題の一つである感染症対策を含め、個々の健康を守るためだけでなく、地域社会へ貢献する為にも
感要不可欠な知識を本講義で習得する。

実務経験 九州大学病院、福岡赤十字病院、九州大学、一般歯科医院などにより勤務 福岡医健・スポーツ専門学校にて6年間講師を実務

【到達目標】

衛生学の基礎知識を習得し、説明ができるようになる。

1回 目

授業計画・内容

人口統計および保健衛生統計

2回 目 生活の役割 健康の測定・人ロピラミッド、人口静態統計 人口動態統計

3回 目 疾病の自然史 危険因子 疾病予防の段階

4回 目 感染症とは、感染症成立の条件、その他の感染症

5回 目 ウィルス感染症、細菌感染症

6回 目 感染症の予防対策

7回 目 消毒の意義 種類と方法、院内感染対策

8回 目 環境問題 t温暖化、砂漠化、酸性雨など

9回 目 公害 :考え方、歴史、わが国の四大公害訴訟

10回 目 空気の衛生 :成常成分、異常成分、内分泌か く乱物質

,1回 目 水の衛生と水質汚濁 :上水、下水、健康被害

12回 目 住居 :健康な住居の原則

13回 目 食品衛生活動 :食中毒、安全対策、栄養対策

14回 目 母子保健の指標、母子保健行政、対策

15回 目 学校保健管理、保健教育 :学校・指導

16回 目 産業保健の目的 :職業病とその対策

17回 目 健康診断,健康増進,リ ハビリテーション

18回 目 生活習慣病 :がん、脳血管疾患、心疾患

19回 目 前期総復習

20回 目 前期定期試験・解答解説

21回 目 高齢者福祉、認知症支援、介護保健

22回 目 精神の病気 〔統合失調症、心身症、不安障害

23回 目 精神の病気 :物質関連障害、認知症、気分障害

24回 目 プライマリヘルスケア・ヘルス、プロモーション、WHOの活動

25回 目 衛生行政機構、国・都道府県・保健所・市町村

26回 目 医療保険 :制度の概要、保険給付、医療費の分析

27回 目 ヒヤリハット、インシデント、アクシデント、インフォームドコンセント

28回 目 調査対象、記述疫学、分析疫学 (コーホート研究 症例対照研究)

29回 目 後期前半総復習

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学習

時間外学習
衛生学の基礎知識を習得し、説明ができるようになる。

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

国家試験も近いので、対策もその都度行つていきます。

【使用教科書・教材・参考書】

公衆衛生学 全国柔道整復学校協会 監修



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科 目名

(英 )

解剖・生理学

Anatomy and Konesiology

必修選択 必修 年次 3
担当教員 辻 康夫

実務経験 ○

授業形態 講義
総時間
(単位 )

60

3

開請区分 前期 ,後期前半

コース 共 通 曜日'時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

解割学では正常な身体の構造や機能についてを学ぶ学問であり、生理学では生体の正常な働きや生命現象の基本を学ふ学問である.こ の2つ の学問から人体の構造と機能を関連付け
る知識を身につける。

実務経験 九州大学病院7年 治療に携わる

【到達目標】

人体の生命現象と正常機能およびその体系の理解特に等の生命維持に不可欠な機能と構造についての概念を習得し、本摂業終了時には各々の解剖学および生理学的事項について
説明ができるようになる。

1回 目 内分泌系総論

2回 目 内分泌系各論 視床下部、下垂体

3回 目 内分泌系各論  甲状腺のホルモン

4回 目 内分泌系各論 副腎皮質、副腎髄質

5回 目 内分泌系各論 膵臓 精巣 卵巣

6回 目 生殖器系の生理学 総論

7回 目 男女生殖器系の構成と生理学

8回 目 骨の生理学 構造、形成と成長・再吸収と再形成

9回 目 ビタミンD ツヾラソルモン カルシトニン

10回 目 感覚の一般的な特性 分類 受容器

11回 目 特殊感覚 視覚

12回 目 特殊感覚 聴覚 平衡感覚

13回 目 特殊感覚 味覚 嗅覚

14回 目 体性感覚 皮膚感覚 深部感覚

15回 目 内臓感覚 痛覚と痛覚伝導路

16回 目 血液の生理学 脈管系の総論復習

17回 目 心臓の生理学  動脈系の復習

18回 目 静脈、リンパ管系、胎児循環の復習

19回 目 呼吸の生理学 呼吸器系の解剖学復習

20回 目 前期定期試験、解答解説

21回 目 消化器系の生理学、消化器系の構造復習①

22回 目 消化器系の生理学、消化器系の構造復習②

23回 目 吸収、栄養と代謝の復習

24回 目 体温の生理学の復習

25回 目 泌尿器系の生理学、構造の復習 腎臓

26回 目 内分泌器系の生理学  復習

27回 目 内分泌器系の生理学 復習

28回 目 生殖器系の生理学 解剖学的事項の復習

29回 目 骨の生理学

30回 目 前期定期試験、解答解説

準備学習

時間外学習
講義予定範囲の教科書本文を熟読し理解できない部分をまとめておくこと

言平価方 ,去 定期試験 1000/o

受講生への
メッセージ

正常な人体の構造、機能、機序を学ぶ解剖学、生理学は柔道整復師として必須項目である。臨床の場面で不可欠の知識となるため、十分な理解が望ま
れる。当該範囲は複雑多岐にわたるが、着実に学習していつて欲しい。毎回の講義が膨大のものとなるため予習、復習は必須条件である。また、体訓管
理には十分留意し、くれぐれも欠席をしない様にして下さい

【使用教科書 教材・参考書】

「解剖学」改訂第2版  「生理学」第3版  全国柔道整復学校協会監修 南江堂



2023年度 授業概要

学 科:柔道整復科

科 目名

(英 )

解剖・運動学

Anatomy and Kinesiology

必修選択 必修 年次 1

担当教員 齊藤 智仁

実務経験 O

授業形態 講義
総時間

(単 位 )

60

3

開講区分 前期・後期前半

コース 共通 曜日'時限 水曜1限・2限・3限

【摂業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

幣剖学の骨,筋 の学習をしながら、臨床に繋がる運動学を学ぶ。柔道整復師にとって解剖学の骨・筋の重要性を説明しながら講義を進行する。

整形外科、整骨暁併設の臨床で6年勤務。

【到達目標】

全ての講義終了時には骨・筋の説明ができるようになつている

1回 目 骨の構造・発生・分類・形状,役割

2回 目 骨の連結 (関 節について)

3回 目 上肢骨の構成

4回 目 上肢骨の構成・肩甲骨

5回 目 鎖骨・肩鎖関節・胸鎖関節

6回 目 上腕骨・肩関節

7回 目 携骨 ,尺 骨 肘関節

8回 目 中手骨・手根骨・指骨 手の関飾

9回 目 下B支骨の構成 寛骨

10回 目 確言忍テスト

11回 目 大腿骨 股関節

12回 目 膝蓋骨・下腿骨 膝関節

13回 目 足根骨・中足骨・趾骨

14回 目 縦足弓・横足弓 足関節

15回 目 筋の形態

16回 目 頸部の筋 '胸部の筋

17回 目 呼吸運動・腹部の筋

18回 目 腰背部の筋

19回 目 総復習

20回 目 前期試験

21回 目 上肢帯の筋

22回 目 上腕の筋・前腕の筋

23回 目 前腕の筋

24回 目 子の筋 母指球筋・中手骨・小指球筋

25回 目 下肢帯の筋

26回 目 大腿の筋

27回 目 下腿の筋

28回 目 下腿の筋

29回 目 総復習

30回 目 後期前半定期試験 .解答解説

準備学習

時間外学習
授業の前半10～ 15分 に前回の授業の復習を行う。日々復習が大事になつてくる。

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

柔道整復B下が臨床で働く上で大切な分野です。国家試験にも繋がつてきますので必要な知識を身に付けてい柔道整復師が臨床で働(上で大切な分野で
す。国家試験にも繋がってきますので必要な知識を身に付けていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学の教科書・骨模型・授業資料・視覚聴覚機器



2023年度 授業IP児要

学 科 :柔道整復科

科 目名

(英 )

解割学 I

Anatomy I

必修選択 必修 年次 1

担当教員 辻 康夫

実務経験 O

授業形態 請義
総時間

(単位 )

80

4

開講区分 通 年

コース 共 通 曜日・時限 火曜123限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のあるイ女員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

骨折、脱臼を学ぷ上で必要な運動器の名称、構造、役割、神経について学び、柔道整復師としての基礎固めを行う。

※実務経験:九 州大学病院にて7年間治療に携わる。

【到還 目標】

骨、筋の名称、役割、構造、特徴について説明ができるようになる

,長 柔計 lBIⅢ 四否 |

1回 目 解剖学概論、骨の役割、骨の分類

2回 目 骨の組成、長骨の構造

3回 目 骨の発生、骨の連結

4回 目 筋の分類、骨格筋概論

5回 目 上肢帯の骨、自由上肢骨

6回 目 肩関節、肘関節

7回 目 上肢帯の筋、上肢の筋

8回 目 手の骨、関節

9回 目 手の筋

10回 目 下破の骨

11回 目 股関節、膝聞節

12回 目 骨盤周囲の筋、殿部の筋

13回 目 大腿、下腿の筋

14回 目 足の骨、足の筋

15回 目 関師のまとめ、関節の分類

16回 目 脊柱 1

17回 目 脊柱2

18回 目 胸 郭

19回 目 胸郭の連結

20回 目 試験、および解説

21回 目 胸郭復習

22回 日 胸部。腹部の筋

23回 目 呼吸運動

24回 目 背部の筋

25回 目 頭蓋骨 1

26回 目 頭蓋骨2

27回 目 頭頚部の筋 1

28回 目 頭頚部の筋2

29回 目 運動器まとめ

30回 目 神経系 :オ申経系の基礎

31回 目 神経系:脳

32回 目 神経系 :脊髄

33回 目 神経系:末梢神経・脳神経①

34回 目 神経系:末梢神経・脳神経②

35回 目 神経系 :末梢神経・脊髄神経

36回 目 神経系:末梢神経・白律神経

37回 目 神経系総復習①

38回 目 神経系総復習②

39回 目 神経系総復習③

40回 目 試験・解説

準備学習
時間タト学習

覚えられるところは授業中に覚える。必要に応じて自宅学習を行う

評価方法 筆記試験 (1000/o)

受講生への
メッセージ

骨、筋、神経の学習においては記憶、理解する項 目が多い為、自宅学習をすることが望ましい。

【使用教科書 教材 参考書】

解 剖 学 全 国 柔 道 整 復 学 校 協 会 監 修



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

担当教員 宇都宮 美咲
必修選択 必修 年次

実務経験 O
科 目名

(英 )

解剖学 Ⅱ

Anatomy E
開請区分 通 年

ヨース 共 通
授業形態 講義

総時間

(単位 )

８ ０

　

４

曜 日・時限 火曜 1・ 2限 、金曜3限

【授菜の字芭内容】く・×・央務栓願のある秋員、知見を再する教員が、どのような技菜を冥施するのか、具体的に記勲する)

イ]織〉人体は細胞という構成単位が多数集まってできた多細砲生物であり、その最小単位である細胞は分野にも通じる基礎である。講義を通じて、細胞、そしてその構造・働きを同しくす
る組織について学ぶ。
(循環〉ヒトが生きていくためには身体を構成する器官・組織・細胞に酸素と栄養素を捕給する必要がある。そこで生じた炭酸ガスや老廃物を取り除かなければならない。このような物質
輸送にあたる血液とリンパを全身のすみずみにまで行き渡らせるのが循環系であり、その基礎を学ぶ。
※実務経験 :九州大学病院、福岡赤十字病暁、九州大学、一般歯科医院などにより勤務

胞、組織、器官、器官系について系統別に、その構造・機能を説明できる。また、心脈管系についてその構造と機能について説明できる。また、その知識を日常生活や臨床実習におし
ようになる。

1回 目 く組 4脅L)解剖 生理学 の 歴 史 についてその概 要 を説 明 できる

2回 目 細胞 '組織・器官・器官系について、その概要を説明できる

3回 目 細胞の構造とその機能について説明できる

4回 目 DNAの 構 造 や榎 裂 、銭 臼質合 成 について説 明できるにつ いて説 明 できる

5回 目 細 胞凋具の 透 過 性 について説 明できる

6回 目 物賃代謗1について説明できる

7回 目 細胞の電気現象について説明できる

8回 目 上 展租 撤・更持 組織 について説 明 できる

9回 目 筋組 織 につし`て説 明 できる

10回 目 神経組織について説明できる

11回 目 染色体と減数分裂について説明できる

12回 目 覚桁 と看 原 について説 明 できる

13回 目 く循礫 )脈管系とその概要を説明できる

14回 目 血管の形態と構造、機能的分類について説明できる

15回 目 血液について説明できる

16回 目 心臓 の 位 者L・ 形 態・橋 遣 について説 明 できる

17回 目 心 筋 の 自動性 について ムを説明できる

18回 目 心筋細胞単位での興奮状態と静止状態について説明できる

19回 目 心電図について説明できる

20回 目 別 禾 試 掲実

21回 目 心同 期 について説 明 できる

22回 目 血圧 について説 明 できる

23回 目 神経性調節について説明できる

24回 目 l不 液 性 訓 師 について。見明 できる

25回 目 心脈 冒 糸 について説 明できる

26回 目 門脈系、胎児の循環系について説明できる

27回 目 リンプ`系について説明できる

28回 目 局 F'「徳 環 糸 について説 明 できる

29回 目

'肖

化器①について説明できる

30回 目

'肖

化器(2)に ついて説明できる

31回 目 口半吸 希 ∪ につ い て。完明 できる

32回 目
'平 '及

器⑫ ついて説 明 できる

33回 目 泌尿器について説明できる

34回 目 生殖器①について説明できる

35回 目 生 ,E器 (21に ついて説 明 できる

36回 目 肉分 泌 系 について説 明 できる

37回 目 総復習①

38回 目 総 恨 曽 ⑫

39回 目 総 復 智⑨

40回 目 期 末 試 験

準備学習

時間外学習
講義の中で可能な限り、理解し、必要であれば、自宅学習を行う。

評価方法 筆記言式写食(100,1)

受話 生 へ の

メッセージ 少ない時間でもよいので、毎回行う確認テストを中心に復習し、その都度知識を定着させていくことが望ましい。

【使用叡科吾・イ又不T参有吾】

子文科 書 、講 義 資料(配 布 )



2023年度 授業IF児要

学 科 :柔道整復科

担当教員 今村 公一
必惨選択 必 修 年 次

実務経験 O
科目名

(英 )

外科学概論

Surgery 開講区分 前期 '後期前半

コース 共 通
授業形態 講 義

総時間

(単位 ) 曜日'時限

て必要な外科学全般について、疾患の病態、原因、症状、予防、治療などについての基本を教科書およびプリントを使用して学習する。 本講義終了時には各々の項目につし
るようになる。

の よ る )るのか、【授業の学習内容】(※ 実務経験の

人とし

癌リハ認定医として骨、筋、関節などの癌患者のリハビリを実践している

柔道整復師と仕事をするうえで必要な外科学知識を身に付ける。国家試験問題に対応できる知識を身に付ける。損傷、創傷、熱傷、1重 瘍、ショック、輸液、輸血、麻酔、手術、移
血、心肺蘇生について重要な点、禁忌を理解し、各項 目について説明できるようになる。出

【到達 目標】

擬業計画・内容

1回 目 損傷・創傷について

2回 目 熱傷について

3回 目 熱傷,炎症・感染について①

4回 目 熱傷・炎症・感染について②

腫瘍について

6回 目 ショックについて

7回 目 輸液韓a血について

3回 目 輸液・輸血・消毒と滅菌について

9回 目 手術について

10回 目 麻酔について

11回 目 移殖について

12回 目 出血・止血・心肺蘇生について

13回 目 脳神経外科疾患について①

14回 目 脳神経外科疾患について②

15回 目 脳神経外科疾患について③

16回 目 甲状腺・頚部疾患について

17回 目 胸壁・
'手

吸器疾患について①

18回 目 胸壁・呼吸器疾患について②

19回 目 前半総復習

20回 目 前期定期試験

21回 目 心臓・脈管疾患について①

22回 目 心臓・脈管疾患について②

23回 目 心臓・脈管疾患について③

24回 目 乳腺疾患について①

25回 目 乳腺疾患について②

26回 目 腹部外科疾患について①

27回 目 腹部外科疾患について②

28回 目 腹部外科疾患について③

29回 目 後期総復習

30回 目 後期定期試験

準備学習

時間外学習
事前にプリント配布しているので、自ら予習をする。 反復学習による理解が必要不可欠である為、自宅学習が必要である

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

早い時期から国家試験を意識して勉学に取り組む。病気の知識は、柔道整復師としての自身の可能性を広げることになります。損傷への理解をするため
には基本的な症状などが大切である。、臨床上来院される患者の中には外科的疾患をもつ方もおられる。患者の変化にいち早く気付き、医科との連携を
するために必要な知識である為、欠席せず毎回出席することに努めてください。

【使用教科書,教材,参考書】

外科学  全国柔道整復学校協会 監修



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

外傷の保存療法

Trauma Preservation

必修選択 必修 年次 2
担当教員 落石 宏之

実務経験 O

授業形態 講 義
総時間
(単位 )

20

1

開講区分 後期

ヨース 共通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

各疾患の理論を説明し、理解が得られたところで実技指導を行う。
その後、実技のグループ・ペアに分かれて臨床症状及び固定法を学ぶ。

実務経験 :整形外科での勤務8年、整骨院自営6年などの実務経歴

【到達目標】

臨床に応用できる技術を取得する。

授業計画・内容

1回 目 日H腕ギプス固定+B17:H2981■ H28Bl■ H27B17:H26

2回 目 鎖骨骨折固定

3回 目 下駄骨折固定(厚紙副子固定)

4回 目 下駄骨折固定(厚紙副子固定)

5回 目 外果骨折固定 (厚紙副子十クラーメル固定 )

6回 目 MCL固 定 (内・外側厚紙副子固定 )

7回 目 マレットフィンガー固定 (プライトン固定 )

膝蓋骨骨折 (リ ング固定+副子固定)

9回 目 総復習

10回 目 定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

解剖学で学ぶ骨の名称・筋の起始停止・筋の走行などの内容は理解しておく。骨折額を中心に復習しておく。

評価方法 定期言式験100%

受講生への
メッセージ

毎回出席が原則 (1欠席につき5点減点・遅刻3点 減点等あり)

1回欠席するとそれだけ技術の習得が起これることを認識する。

【使用教科書・教材・参考書】

「柔道整復学・実技編 改訂2版」全国柔道整復学校協会監修 南江堂



2023年度 授業概要

学 科〔柔道整復科

科目名
(英 )

基礎 柔道整復実技

Basic」 udo Therapeutic Lab

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 内田 雅人

実務経験 O

摂 業

形 態
実習

総時間
(単位)

90

3

開講区分 通年

ヨース 共 通 曜日・時限 月曜(1 35限 )

【授業の学習内容】(※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

解剖学の基礎を身に付けこれから3年間必要とする身体の触り方見つけ方を身に付けるためにポイントとなる場所を触診させていく。固定についての概要と基本包帯法
冠名包帯法の知識と技術を学ぶ。
特に、基本包帯については今後、臨床家として活動していくには必ず必要な要素である為、20回終了時には基本包帯が的確に実施できるようになる。

※整骨院で10年 勤務

【到達目標】

身体のランドマークを理解し目的の部分を触診できるようになる。基本包帯法の基礎(種類、巻き方)を理解し、実践できる。

授業計画,内容

2回 日 全 身 の 棋 ルKができるようにな /o(5つ
)

3回 目 上版の骨筋を触診できる(肩 甲骨 )

4回 日 上 版 の 骨 筋 を般 診 できる (銀骨 )

5回 目 上版の骨筋を触診できる(上腕骨 )

6回 日 上 版 の 骨 筋 を般 診 できる (犠骨 )

7回 目 上肢の骨筋を触診できる(尺骨 )

8回 日 上 版 の 管 筋 を角喧診 できる (手根 骨・子目骨 )

9回 目 復 習

10回 日 中間 試 験

11回 目 試験解説 と上肢のおさらい

12回 日 全 身 の 穣 blКが でき/oよ うになる (5つ )

13回 目 下版の骨筋を触診できる

14回 日 下 版 の 骨 筋 を盈担診 できる

15回 目 下版の骨筋を触診できる

16回 日 下‖更の骨筋を■1診できる

17回 目 下 R支 の骨筋を触診できる

18回 日 下 版 の 骨 筋 を般 診 できる

19回 目 復 習

20回 日 期 禾 。A駁

21回 目 オリエンテーション 包帯 の使用方法

22回 日 包帝 の便 用 万 法②

23回 目 基本包帯法

24回 日 基 本 包 帝 なく2,

25回 目 手関節から肘関師までの包帯法

26回 日 手 間 師 か ら肘 関 師 までの 包 帝 法 復 習

27回 目 肩関節の包帯法

28口 日 屑 関 師 の 包 帝 濫 三 角 巾を含 め る

29回 目 肩関師 の包帯法 復習

30回 日 足関 師 の 包 帝 法

31回 目 足関師 の包帯法 復習

32回 日 冠 名 包 帝 (テ ソー 再 )

33回 目 冠名包帯 (デ ゾー 帯・ヴェルボー帯 )

34回 日 冠 名 包 百 (テ ソー 帝・ウエル ボー帝・ジユー ル 帝 )

35回 目 冠名包帯 左側

36回 日 冠 名 包 帝 復 習

37回 目 総復習

38回 日 総復 習

39回 目 美子叉訊 駁

40回 日 要技 試 験

41回 目 子:子 別 公 演∪

42回 日 子予別 公 涙 (2フ`

43回 目 時別 公 演∪

44回 目 特別 公 浸ё

45回 日 特川I公 演⑤

準備学習
時間外学習

1受業最後に次週行う場所を伝え軽く目を通してもらう。
教科書を開き調べる癖をつける。

評価方法 実技試験・筆記試験

受講生への
メッセージ

包帯法は柔道整復師の臨床現場で必ず必要となる技術である。その基礎となる基本包帯法は習得すべき項目であるため、反復練習によつて技術を磨いて
ほしい。講義内、その他の時間 (補 習、自宅学習)で積極的に練習に励んでもらいたい。
骨筋のスペシャリストヘの第一歩として3年間目的意識を持ち1歩ずつ一緒に進んでいきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

運動療法のための機能解割学的触診技術(改 訂第2版 )

上肢,下 肢包帯固定学 (改訂第2版 )

マークシール



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

社会保障制度

Socia SecuHty System

必修選択 必修 年 次 2
担当教員 内村 陽―

実務経験 ○

授業形態 講 義
総時間
(単位 )

２。

　

１

開講区分 前 期

ヨース 共 通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会報奨制度と職業倫理を学ぶ。国家試験合格の為の勉強はもちろんだが学生が資格取得後に接骨院で勤務する際即戦力となり、また倫理観を持ち

わせた人物となるように学習・指導を行う。常に変化していく社会・社会制度のことを学習し常に情報を集めるように習慣付けることも指導していく。更に

受身型の授業だけでなく自分たちで考える習慣を身に着けるという目的でグループディスカッションも多用していく。

※実務経験 :接骨院で5年間勤務

【到達目標】

柔道整復師として必要な保険の仕組みや施術の流れを理解する。また、日本の社会保障制度についても理解する。

1回 目 社会保障制度

2回 目 医療保険制度

3回 目 療養費

4回 目 障害者保障

5回 目 児童福祉法

6回 目 感染症対策

7回 目 医療の質と安全の確保

8回 目 医事紛争・医療事故

9回 目 総復習

10回 目 定期試験・解答解説

準備学習
時間外学

習
前回の授業後に、学んだ事・気づいたこと・疑問などを提出する。

評価方法 定期試験 100%

受講生へ

のメッセー
ジ

柔道整復師に必要な知識としての社会保障制度を理解する。

【使用教科書 教材 参考書】



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科 目名

(英 )

柔道 I

」UDO I

必修選択 必 惨 年 次
担 当教員 木寺 修作

実務経験 O

授業形態 実 習
総時間
(単位 )

開講区分 後期後半,4寺 別講義

コース 共通 曜 日・時限

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのようなl受業を実施するのか、具体的に記載する)

認定実技の審査項目に沿つた礼法、受身を習得できる。

実務経験 :接 骨院勤務7年

【到連目標】

・怪我はもちろん重篤な障害を残す可能性のある頭を打つ様な行為がない受身ができる。
・礼法はメリハリのある動きが出来、角度、手幅、足幅も理解している。
・身暗みは柔道着の着方、帯が動作をした際にほどけないようにできる。

援素計画・内容

1回 目 身嗜み・礼法

2回 目 礼法 (問 題点のチェック)

3回 目 礼法、受身(問 題点のチェック)

4回 目 礼法、受身(前転、横回転の修正方法 )

5回 目 礼法、受身(正 しい手のつき方)

6回 目 礼法 ,受 身(大 きな受身の方法)

7回 目 礼法・受身(時間を計沢1しながらの練習)

8回 目 後期後半総復習①

9回 目 後期後半総復習②

10回 目 後期後半定期試験

11回 目 特別講義①

12回 目 特別講義②

13回 目 特別講義⑥

14回 目 特別講義④

15回 目 特別講義⑤

準備学習

時間外学習
授業で行つた内容を必ず次の授業までに柔道場に来て復習する。

評価方法 実技試験

受講生への
メッセージ

強くなる為の授業ではなく絶対に怪我をしない為に必要な事を身に付ける授業です。自分の身を守るためにしっかりと受身を身に付け3年次
の柔道実技に備えるようにして下さい。

【1史 用叡科音・叡可・参考苦】



2023年 度 授業′
lP死要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道 Ⅱ

」UD0 1

必惨選択 必修 年 次 3
担当教員 木寺 修作

実務経験 ○

授業形態 実習
総時間
(単 位 )

2

開講区分 前期・後期前半

コース 共 通 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道の技の問合いや理合いを理解し、認定実技の審査項目に沿つた礼法、受身を習得できる。

実務経験:接骨院勤務7年

【到達目標】

・認定実技審査の審査内容を理解する。
・認定実技審査の合格基準でもある初段相当の実力を身につける。
・認定実技審査に基づいた身嗜み・受身・形・立ち技を身につける
・認定実技審査で決まっている試験時間内に審査が終わるようスムーズな動きが出来るようになる。
・格闘技である事・卒目手が怪我をする可能性がある事をやっているという自覚を持ち、相手に対する感謝の気持ちを忘れない。
・認定実技審査に全員合格する。

授業計画・ 内容

1回 目 2年次の復習 (礼 法・前 回受身 )

2回 目 手技の足運び

3回 目 手技で投げる練習

4回 目 腰技の足運び

5回 目 腰技で投げる練習

6回 目 足技の足運び

7回 目 足技で投げる練習

8回 目 前回受身での時間短縮について、手技反復練習

9回 目 前回受身のタイム計測 、腰技反復練習

iO回 目 前回受身のタイム計測、足技反復練習

11回 目 前回受身のタイム計測、手技・1要技・足技の総復習①

12回 目 前回受身のタイム計測、手技・1要技・足技の総復習②、移動打込のやり方

19回 目 前回受身のタイム計測、手技・腰技・足技の総復習③、移動打込、移動投込

14回 目 約束乱取について、約束乱取打ち合わせ、約束乱取 I

15回 目 手技・腰枚・足技の総復習④、約東乱取②

16回 目 実技試験について、実技試験練習

17回 目 実技試験練習①

18回 目 実技試験練習②

19回 自 実技試験練習③

20回 目 前期実技試験

21回 目 試験解説、評価を受けての振り返り練習

22に。]目 礼法・前回受身・形'約束乱取の補足、実技練習

23回 目 認定実技審査について、実技練習

24回 目 認定実技審査対策練習①

25回 目 認定実技審査対策練習②

26回 目 認定実技審査解説、評価を受けての振り返り練習

27回 目 口頭試間対策 (柔 道の歴史、理念 )、 実技練習

28回 目 回頭試間対策 (審判規定、礼法 )、 実技練習

29[O」 目 口頭試問対策 (受 身 )、 実技練習、実技試験について

30回 目 実技試験、口頭試問

準備学習

時間外学習
授業で行つた内容を必ず次の授業までに柔道場に来て復習する。

評価方法 実技試験・口頭試間

受講生への
メッセージ

初段相当の実力をつける為、

最低限の実力をつけてもらう

投の形のうち手技・4要枝 足技を習ドし立技の練習も行います。認定実技審査の合格基準でもある為、年齢・性別に関係なく
授業内容になっています。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年 度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科 目名
(英 )

柔道整復学 I

Theory of」 udo Therapy I

必修選択 必 修 年 次
担当教員 吉永あずさ

実務経験 ○

授業形態 講 義
総時間
(単位 )

開講区分 通 年

コース 共通 曜 日・時限 月/2.3限 金/2限

【授業の字習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

,骨折の総論、頭部、体幹、上肢の骨折について学ぷ
.柔道整復師、柔道整復術の歴史について学ぷ
,国試過去間の理解度チェックを用い、1年生のうちから国家試験の過去間に触れる
.ア クテイラー三ングを取り入れ学生が主体的に学ぷ姿勢を後押しする

.整骨院で6年勤務

【到達目標】

,骨折の総論について説明する事ができる
.頭部、体幹、上肢の骨折について説明する事ができる
・骨折の各論 体幹部(胸椎、腰椎、胸部)上肢 (鎖骨から上腕骨まで)に ついて説明てきる

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション(柔道整復師とは、柔道整復術とは)

2回 目 各組織の損の (骨 の機能 と形態 )

3回 目 各組織の損傷 (骨 損傷 の概説、骨折の分類 )

4回 目 各組織の損傷 (骨 折の分類 )

5回 目 各組織の損傷 (骨 折の分類 )

6回 目 各組織の損傷 (骨 折の症状 )

7回 目 各組織の損傷 (骨 折の症状 )

8回 目 各組織の損傷 (骨 折の合併症 )

9回 目 五在認テス トに向けての復習

10回 目 確認テス ト

11回 目 各組織の損傷 (骨 折の合併症 )

12回 目 各組織の損傷 (小 児骨折 )

13回 目 各組織の損傷 (高 齢者骨折 )

14回 目 各組織の損傷 (骨折 の癒合 日数、骨折の治癒経過 )

15回 目 診察、治療法 (整復法)

16回 目 治療法 (整 復法)、 柔道整復術および柔道整復師の沿革

17回 目 頭部、体幹 (頭 部、顔面の骨折)

18回 目 頭部、体幹 (頸 椎の骨折 )

19回 目 定期試験に向けての復習

20回 目 定期試験

21回 目 胸椎の骨折 について(所 見、整復法、固定法、注意点 )

22回 目 腰椎の骨折 について(所 見、整復法、固定法、注意点 )

23回 目 胸部の骨折 について(発 生機序、所見、整復法、固定法、注意点 )

24回 目 確 認 小 テ ス ト、 グル ー ブ ワー ク

25回 目 鎖骨骨折について(発 生機序、所見、整復法、固定法、注意点 )

26回 目 鎖骨骨折について(発 生機序、所見、整復法、固定法、注意点 )

2'回 目 肩 甲骨の骨折について(分 類、所 見、整復法、固定法、注意点 )

28回 目 肩 甲骨の骨折について(分 類、所見、整復法、固定法、注意点 )

29回 目 確認小テスト、クルーブワーク

30回 目 上腕骨近位部の骨折 について(分類、所見、整復法、固定法、注意点 )

31回 目 上腕骨外科頚部の骨折 について(分 類、所見、整復法、固定法、注意点 )

32回 目 上腕骨近位部の骨折について(分類、所見、整復法、固定法、注意点 )

33回 目 上腕骨骨幹部の骨折について(分類、所見、整復法、固定法、注意点 )

34回 目 上腕骨骨幹部の骨折について(分類、所 見、整復法、固定法、注意点 )

35回 目 確認小テス ト、 グループワーク

36回 目 上腕骨違位部の骨折について(分 類、所 見、整復法、固定法、注意点 )

37回 目 上腕骨違位部の骨折 について(分類、所見、整復法、固定法、注意点 )

38回 目 上腕骨遠位部の骨折 について(分頼、所 見、整復法、固定法、注意点 )

39回 目 総復習、 まとめ

40回 目 試 験

準備学習

時間外学習
わからない用語を調べておくなどの予習、講義後に確認問題を解きなおすなど反復が必要。

評価方法 定期試験

受講生への
メッセージ

柔道整復師の基本となる大切な範囲です。予習、復習を怠らず取り組んでください

〔使用教科書 教材・参考書】

柔道整復理論 I改訂第7版



2023年度 授業概要

学 科 i柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復学 Ⅱ

Theory of」 udO Therapy I

必修選択 必 修 年 次 1

丁口当 子ヌ貝 内村 陽―

異 務 袢i験 ○

授業形態 講義
総時間
(単位 )

80

4

F,F可 講区分 通 年

コース 共 通 曜 日 .時限 水曜 日/1限・2限・3限

【渋莱の宇宙円谷】 (米 兵務維取 のめ0子只票、大W見を4ヨ ,る叡 貝ス)｀ 、との Jヽ つアょ段来を美力也7/oのが 、具 lttH」 に属E朝ラ0,

骨や筋、関節の構造を学び、骨のランドマークや筋の起始・停止 作用を理解し人体の構造と機能についての基礎を固め説明が出来るようになる。正常な構造と機能を学ぷことで異常な
状態を理解することが出来るようになる。
「関節損傷」の基礎を中心に学び、外傷(骨 折・脱臼 軟損】こついての矢n識を理解する。柔道整復師は骨折や脱日、軟部組織の損傷など種々の外傷に対して整復や固定、後療法といつ

た形で治療を行う。そのためには、まずその外傷が柔道整復師の業務範囲内であるか否かを判断し、その後、適切な処置ができるだけの知識と技術を備えておく必要がある。当該科目
では脱臼、軟部組織損傷の症状や合併症、それに対する処置の方法などを学習する。

実務経験 :整骨院で6年勤務

【
'1遅

日碑」

柔道整復師として、外傷(骨 折・脱臼・軟損)こついての知識を理解させることを目的に、本授業では「関節損傷Jの 基礎を中心に学び、外傷のメカニズムを学習する。
解割学・生理学・病理学の基礎的知識を再確認して疾患について自分で説明することができる。

A関節の構造と機能①

2回 目 A聞節の構造と機能②

3回 目 B聞節損傷の概説 C関節損傷の分類  D鑑別診断を要する類症

4回 目 E脱臼 (1 定義と概説 ・ 2発生頻度 )

5回 目 E脱 田 (3脱 臼の分類 a～ d)

6回 目 E脱臼 (3脱 日の分類 e～ 1)

フ回 目 E脱臼 (4脱臼の症状 ・ 5脱日の合併症 )

8回 目 E脱臼 (6脱臼の整復障害 ,7脱 日の経過と予後 ).整復法(P92～ P95)→ 脱日・軟損

9回 目 F関 節構成組織損傷 (F司  靭帯・関節包の損傷 ・ F-2関 節周囲の筋・腱損傷 )

10回 目 F関節構成組織損傷 (F3関節軟骨損傷 ・ F4その他の関節構成組織の損傷)

11回 目 復習(1回 目～10回 目)グ ループワークによる問題演習

12回 目 A筋 の形態と機能  8筋 損傷の概説 C筋 損傷の分類

13回 目 D筋損うの症状 E筋 損傷の治癒機序 F筋 損l易の予後

14回 目 A腱 の構造と機能  Bl建損傷の概説

15回 目 Cl建損傷の分類  D月建損傷の症状 E腱 損傷の治癒機序

16回 目 A神経の構造と機能  B神 経損傷の概要

17回 目 C神 経損傷 の分類  D神 経損傷 の症状  E神 経損傷 の治癒機序

18団 目 血管・リンパ系・皮膚の損傷 評価

19回 目 総復習

20回 目 試験・解説

21回 目 固定法(P91～ P100)

22回 目 後療法 A手技療法B運動療法C物理療法

23回 目 指導管理A・ B・ C(P135～ P140)

24回 目 顎関節脱臼(P163～ P166)

25回 目 A外 傷性顎関師損 8B頭 部・顔面部打撲

26回 目 C顎 関節症

27日 目 A胸肋関節損傷B肋間筋損傷C胸部 ,背 部打撲

?3回 目 A頸椎脱臼、胸椎脱臼

29回 目 A頸 部億挫 1 寝違え2む ちうち損傷

90回 目 3頸椎部の神経損傷B頃 部の疾患 1斜頸2頸椎ヘルニア3後縦靭帯骨化症

91回 目 4胸郭出日症lド矢群 C胸 背部軟部組織損傷 (P208～ P209)1 脊椎側彎症

32回 目 D腰部の軟部組織損傷(P216～ P217)E腰 部の疾患(P219)1 1要椎椎問板ヘルニア

33回 目 A鎖 骨の脱 日 1 胸鎖 関節脱 臼 2肩 鎖関節脱 臼

34回 目 B肩関節脱臼1前方脱臼 発生機序・症状・整復法   ・後凍法・鑑別診断・合併症

35回 目 2後方脱臼3下方脱臼4上方脱臼 5反復性肩関節脱口

36回 目 月寸関節潟え臼 (P279)
37回 目 肘問節脱 臼 (P281)

38回 目 肘内障(P283)

39回 目 総復習

40回 目 試験・n千説

準備学習
時間外学習

解制学で学ぶ骨の名称 筋の起始停止 筋の走行などの内容は理解しておく。この学習では復習が大事である為、自宅学習の実施をすることが大切である。

評価方法 定期試験 により評価する

受話生への
メッセージ

1、 全出席を日標
2、 各習の予習を怠らない(読 めない漢字は調べておく)

3、 復習はその 日のうちに行う

※柔道整復師に必要な基礎知 :能を解剖学と結び付けながら、教科書に添って毎回すすんでいきますので欠席をしないようにしてください。

〔使用教科書 教材 参考書】

「柔道整復学・理論編 第7版 」全国柔道整復学校協会監修 南 江堂



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復学Ⅲ

」udo Therapy Ⅲ

必修選択 必修 年次 2
担当教員 内田 雅人

実務経験 ○

授業形態 講義
総時間
(単位)

80

4

開講区分 通年

ヨース 共 通 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師として骨折に対する冶療法を習得することは必須である。本講義では下記に示す内容を到達目標に講義を進める。

実務経験 整骨院で約10年間勤務

【到達目標】

①四肢の骨折の発生機序を理解し、症状の説明できる。
②四Π支の骨折の整復や固定法について理解し、患者にインフォームドコンセントができる。
③四破の骨折の後療法や予後を理解し、説明できる。

授業計画 ,内容

1回 目 撓骨近位端部骨折①

2回 目 撓骨近位端部骨折②

3回 目 撓骨近位端部骨折③

4回 目 前航骨幹部骨折①

5回 目 前腕骨幹部骨折②

前腕骨幹部骨折③

7回 目 撓骨遠位端部骨折①

8回 目 撓骨遠位端部骨折②

9回 目 撓骨遠位端部骨折③

10回 目 手部の骨折①

11回 目 手部の骨折②

12回 目 手部の骨折③

13回 目 手部の骨折④

14回 目 手部の骨折③

15回 目 骨盤骨骨折①

骨盤骨骨折②

17回 目 前期総復習①

18回 目 前期総復習②

19回 目 前期総復習③

20回 目 前期定期試験・解答解説

21回 目 大腿骨近位端部骨折①

22回 目 大腿骨近位端部骨折②

23回 目 大腿骨骨幹部骨折①

24回 目 大腿骨骨幹部骨折②

25回 目 大1退骨遠位端部骨折①

26回 目 大腿骨遠位端部骨折②

27回 目 膝蓋骨骨折、下腿近位端部骨折①

28回 目 下l,E近位端部骨折②

29回 目 下腿骨幹部骨折①

30回 目 下腿骨幹部骨折②

31回 目 果部骨折①

32回 目 果部骨折②

33回 目 踵骨骨折

34回 目 足の舟状骨骨折、立方骨骨折

35回 目 中足骨骨折、足趾骨骨折

36回 目 後期総復習①

37回 目 後期総復習②

38回 目 後期総復習③

39回 目 後期総復習④

40回 目 後期定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

1年時の復習 (総論の部分)骨 、筋肉、運動学の復習

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

第1学 年で学んだ骨・筋を理解し、転位した状態のイメージを頭の中で描いてみて下さい。
イメージが出来れば転位しているものを正常に戻す、これが整復操作であり、施術になります。
あまり難しく考えずに、第1学 年で学んだことを応用しながら一緒に勉強していきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学【理論編】【実技編】、プリント



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復実技 Ⅱ

Adovanceed」 udo Thherapeutic Lab Ⅱ

必修選択 必修 年次 2
担当教員 齊藤 智仁

実務経験 〇

授業形態 実習
総時間
(単位 )

90

4

開講区分 通 年

ヨース 共通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

軟部組織損傷の診察及び検査の履修
上記以外に臨床上必要な診察および検査、治療法の履修実務経験 :接骨院7年勤務

【到達目標】

軟部組羊→叫損傷に対する技術の修得最新の医学的知見を身につける
医療の中の柔道整復師の位置づけを知リコミュニケーション能力を高める

目

2回 目 頚部周辺の軟授の診冥および検査②

3回 目 類部周辺の軟損の診冥および槙査③

4回 目 銀 部 周 辺 の 駅 硯 の 診 摂 お よび 槙 査 ⑭

5回 目 銀部周辺9,靭 T員の診箕およひ1貢食t5ノ

6回 目 頚部 周 辺 の軟 損 の診 冥 および検 査 (6)

7回 目
Xと良部周辺の取槙の診冥および模査⑭

8国 目 届 艦 不炭子貝揚 の 診 饗 お よび 模 査 ∪

9回 目 肩腿T炭子員場の診寮およひ模食(2ジ

肩 I建板 †員傷 の診 雲 および検 査 (3)

悧回 目 および検査①

上槻二漿筋打建子員揚の診祭および槙査⑫

13回 目 ハ ム ス トリンク ス憬 揚 の 診 黎 お よひ 標 食 ∪

14回 目 ハ ムストリングス損 う の診 冥 および検査②

15回 目 同l'v"総復習O
16回 目 Rl刺総復曽(2ジ

17回 目 同l Яvl総復曽t3,

18回 目 前期 総 復 習 (4)

19回 目 同l期 冥 手買言武験 (Al)1)、 同l期肇 口己試験 (B班 )

20回 目 同l則 央 子買言■駁 (Bユ,1,、 日lヌv将 肇 口己口武嵌 (Al)1,

21回 目 大腿四頭筋損傷の診察および検査(19

22回 目 大腿四頭筋損傷の診祭および検査②

23回 目 足関師損傷の診要および模査∪

24回 目
^■

i関 帥 硯 l易の 診 纂 お よび 穣 査 (2)

25回 目 下腿 骨 幹部 骨折 の 固定①

26回 目 下れ、こ骨幹部骨折の回足⑫

27回 目 膝関師駅部組織損場の診冥および模査ё

28回 目 膝 関 卸 駅 郡 租 キ説恨 揚 の 診 要 お よひ模 査 (2)

29回 目 月黍関節軟部組織損傷の診察および検査③

30回 目 ‖黍関師軟部組織複傷の診雲および検査⑭

31回 目 膝関師軟部イユ織損傷の診昇および模査③

32回 目 ア千 レス難勤 裂 の 国 足 ∪

33回 目 ア千 レス版宰匿「 裂 の 回 定 ⑫

34回 目 アキレス腱断裂の固定③

35回 目 後,v耳 総復‐
占∪

36回 目 l麦 ヌvЧ総イ員首⑫

37回 目 後 昇vHttT長宙 ∪

38回 目 後期総復習⑭

39回 目 後期
~夫

技試験 (A班 )、 後期 肇 記 試験 (B班 )

40回 目 後期
~夫

手貢言■験 (Bl11)、 後デJ,肇口己試埼実(A班 )

41回 目 特別講義∪

42回 目 特別講義∪

43回 目 特 別講 義 (31

44回 目 特別講義⑭

45回 目 特別講義⑨

準備学習
時間外学習

解剖学 運動学 柔道整復理論

評価方法 実技試験・筆記試験 出席状況→貫業態度を加味して総合的に評価

受講生への
メッセージ

認定実技審査の通過のみを目標とするのでは無く、卒後の臨床に必要な学習を含むため、学生の「聴く力Jが大いに必要と考える。また聴いてもらえるよ
うに指導します。

【使用教科書・教材 参考書】

柔道整復理論実技編・認定実技審査。その他



2023年度 授業IP児要

学 科 :柔道整復科

担当教員 城村 拓也

実務経験

修
択

必
選

必修 年次 3
O

科目名
(英 )

前期・後期前半

柔道整復実技Ⅲ

AdOvanceed」 udo Thherapeutic Lab Ⅲ

ヨース 共通

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

６０

　

２

開講区分

曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

間診・視診・触診の能力 鑑別診断および整法復・固定法・検査法

実務経験10年 (整形外科2年 ,4ヽ規模多機能居宅介護2年・鍼灸接骨院5年・自費リハビリ施設1年 )

【到達目標】

損傷に対する正確かつ迅速な診断および処置能力を修得し実践できる臨床現場における実践力・対応力を修得し実践できる
多種多様な損傷に対する診断や治療法を修得し実践できる

1回 目 動画における骨折・脱国の整復法の確認

2回 目 肩関節前方脱臼、肩鎖関節上方脱臼、コーレス骨折

3回 目 鎖骨骨折、上腕骨外科頸骨折、肘関師後方脱臼

4回 目 肩関節前方脱臼、肩鎖関節上方脱臼、コーレス骨折

5回 目 鎖骨骨折、上腕骨骨幹部骨折、肘関節後方脱臼

6回 目 膝関節MCL損傷、足関節外側靭帯損傷①

7回 目 膝関節MCL損傷、足関師外側靭帯損傷②

8回 目 下腿骨骨幹部骨折、アキレス腱断裂①

9回 目 下腿骨骨幹部骨折、アキレス腱断裂②

10回 目 肘内障、腱板損傷、上腕二頭筋長腱損傷

11回 目 ハムストリングス損傷、大腿四頭 筋損傷

12回 目 肘関節軟部組織損傷、下腿三頭筋損傷、足関節外側靭帯損傷

13回 目 鎖骨骨折、肩鎖関節上方脱臼、肩関舘前方脱臼

14回 目 上腕骨骨幹部骨折、肘関師後方脱臼、コーレス骨折

15回 目 肋骨骨折、下腿骨骨幹部骨折、アキレス1建断裂

16回 目 第5指中手骨頸部骨折、第2指 PIP関節背側脱臼

17回 目 前期総復習①

18回 目 前期総復習②

19回 目 前期総復習③

20回 目 前期実技試験

21回 目 足関節外側靭帯損傷

22回 目 鎖骨骨折、肩鎖問舗上方脱臼、肩関節前方脱臼

23回 目 肘関節後方脱臼、肘内障、コーレス骨折

24回 目 腱板損傷、上腕二頭筋長頭艇損傷、ハムスト、リング損傷、大腿四頭筋打撲、下腿三頭筋損傷

25回 目 膝関節損傷 (MCL・ LCL、 ACL・ PCし、MM・ LM)、 足関節外側靭帯損傷

26回 目 鑑別診断、合併症、後遺症の判断

27回 目 後期総復習①

28回 目 後期総復習②

29回 目 後期総復曽③

30回 目 後期前半実技試験

準備学習
時間外学習

各損傷における発生機序、症状(所見、特徴)、 鑑別等を理解し、イメージした上で整復、検査、固定等が出来るように準備すること。

評価方法 実技試験・筆記試験 .出席状況.摂 業態度を加味して総合的に評価

受講生への
メッセージ

1・ 2年生時に配布された資料を見直しておくこと。授業は自分の弱点補強や改善点を学ぶ場として参加してください。時間を有効に使い、自主練習も積極
的に行つて認実技審査合格を目指しましょう。

【使用教科書・教材 ,参考書】

柔道整復理論実技編 言忍定実技審査 ,その他



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復実技Ⅳ

Adovanceed」 udo Thherapeut c Lab Ⅳ

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 水元 宏哉

実務経験 ○

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

60

2

開講区分 前期・後期前半

]―ス 共通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

整復後の固定法

実務経験 教育現場・接骨院・整形外科などで1¬ 年間勤務

【到達目標】

多種多様な損傷に対する固定法の習得する
臨床での実践力・対応力を習得する
損傷に対する正確でスピーディーな固定台ヒカを高め実践できる

1回 目 眼業の勧め方等・基本包帯法の復習

2回 目 足関節外側靭帯損傷

3回 目 下肢に対するテーピング (1奈・足関節 )

4回 目 手第5指中手骨頸部骨折

5回 目 手第2指 PIP閥 節背側脱日

6回 目 肩鎖関節上方脱田

7回 目 鎖骨骨折

8回 目 肩関節前方脱田

9回 目 上腕骨骨幹部骨折

10回 目 肋骨骨折

11回 目 下腿骨骨幹部骨折

12回 目 アキレス腱断裂

13回 目 コーレス骨折

14回 目 肘関節後方脱田

15回 目 実技試験の説明、実技練習

16回 目 前期総復習①

17回 目 前期総復習②

18回 目 前期総復習③

19回 目 前期総復習④

20回 目 前期実技試験

上肢への固定法の復習①21回 目

22回 目 上肢への固定法の復習②

23回 目 下肢・体幹への固定法の復習①

24回 目 下肢・体幹への固定法の復習②

25回 目 認定実技審査について、総復習

26回 目 認定実技審査の振り返り

27回 目 本講義総復習①

28回 目 本講義総復習②

29回 目 本講義総復習③

30回 目 後期前半実技試験

準備学習
時間外学習

固定の目的や範囲、肢位等を理解し、多種多様なの損傷に適した固定を選択できるよう理論を復習し、固定法を反復練習する事。

評価方法 実技試験・筆記試験・出席状況・授業態度を加味して総合的に評価

受講生への
メッセージ

12年 生時に配布された資料を見直しておくこと。授業は自分の弱点補強や改善点を学ぶ場として参加してください。時間を有効に使い、自主練習も積4聾

的に行つて認実技審査合格を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学・理論編、柔道整復学・実技編、硬性材料、軟性材料



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復実技 Ⅵ

Adovanceed」 udo Thherapeutic Lab Ⅵ

必修選択 必 修 年 次 3
担当教員 内村 陽一

実務経験 O

授業形態 実 習
総時間
(単位 )

３。

　

１

開請区分 前 期

ヨース 共 通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

外部臨床実習に出る除に必要な実践的知識や技術の復習を実施し、臨床実習前試験を行う。

実務経験 :接骨院で5年間勤務

【到達目標】

柔道整復師として必要な保険の仕組みや施術の流れを実践できる。
臨床現場において対応できる能力を身につけ、該当症状に対して適切な処置法を行う事ができるようになる。

授業計画・内容

1回 目 医療面接 (オープン・クローズドクエッション、基本的傾聴、共感的態度)

2回 目 医療面接 (位置感・距離感、メラビアンの法則)

3回 目 業務上の危機管理 (リ スクマネジメント、ヒヤリハット、医療事故と医療過誤)

4回 目 業務上の危機管理 (施術録、個人情報、インフォームドコンセント)

5回 目 ランドマーク・身体計測について

6回 目 関節可動域 (ROM)測 定について

7回 目 社会保障各・種保険について

8回 目 包帯固定学①

9回 目 包帯固定学②

10回 目 テーピング

11回 目 ストレッチ

12回 目 外傷について①

13回 目 外傷について②

14回 目 外傷について③

15回 目 実技試験

準備学習
時間外学習

解剖学、柔道整復理論、柔道整復実技、包帯固定学の予習復習

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

臨床実習に必要な学習をします。欠席をしないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学、柔道整復理論第6版 、柔道整復実技第2版、包帯固定学



2023年度 授業概要

学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復術の適応

Patlent AsseSSmentす or」 udo

必修選択 必修 年次 2
担当教員 今村 公―

実務経験 ○

授業形態 講義
総時間
(単位)

40

2

開講区分 後期

ヨース 共 通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師が号喧を行うに当たり、患者に対する医療安全の観点から、対象ととなる運動疾患が業務範囲にあるかどうかを適切に判断し柔道整復術を
適切に実施できる能力をみにつけるようになる。

※ 実務経験 癌リハ認定医として骨、筋、関節などの癌患者のリハビリを実践している

【到達目標】

適切な柔道整復術を行うため、柔道整復が適応されるか否かの判断能力を養い、判断基準を説明できるようになる。

1授業計画1内容|―

1回 目 柔道整復術の適否を考える

2回 目 損傷に類似した症状を示す疾患①

3回 目 損傷に類似した症状を示す疾患②

4回 目 損傷に類似した症状を示す疾患③

5回 目 血流障害を伴う損傷

6回 目 末梢神経損傷を伴う損傷①

7回 目 末精神経損傷を伴う損傷②

末梢神経損傷を伴う損傷③

9回 目 脱臼骨折

10回 目 外出血を伴う損傷

11回 目 病的骨折及び脱口

12回 目 意識障害を伴う損傷①

13回 目 意識障害を伴う損傷②

14回 目 脊髄症状のある損傷

15回 目 呼吸運動障害を伴う損傷

16回 目 内蔵損傷の合併が疑われる損傷①

17回 目 内蔵損傷の合併が疑われる損傷②

18回 目 高エネルギー外傷

19回 目 総復習

20回 目 定期試験、解答解説

準備学習
時間外学

習
内臓損傷、外科的疾患、骨折、脱臼など様々な疾患、損傷についての知識が必要な為、事前予習が必要である。

評価方法 定期試験100%

受講生ヘ

のメッセー
将来の現場で柔道整復術が適応かどうかを見極めるための知識を習得する。患者さんにとって最善の選択をする柔道整復師になれるよう
に学習しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

医療の中の柔道整復 南江堂



2023年度 授業概要

学 科:柔道整復科

担当教員 辻 康夫

実務経験 O
必修選択 必修 年次 2

開講区分 通 年

科 目名

(英 )

生理学 Ⅱ

Phys O10gy Ⅱ

ヨース 共 通
授業形態 講 義

総時間

(単 位 )

８０

　

４ 曜日・時限

のように食物は体内へ取り込まれ、どのようにして栄養のみ吸収しているのかを理解する。また、普段意識せずに自然に行つている呼吸についても、その構造、仕組みについて理解

:九 州大学病院で7年間治療に携わる

に、排泄、体液調

神経を学習し、

生殖器のる。 構造、 機能を学習す女性器の 体温調節る。 つ し すてヽ学習 施術、る。節機能 | て学習す 機能を理解し男性器
柔 と道整復師 ての基礎を固めるし脈 管筋け

できる。

における骨、筋、神経、脈管について説明できる。

産生過程を説明できる。

期 生殖について説明できる。

授業計画・内容

消化器系1 日腔について説明できる

2回 目 消化器系2食道・胃について説明できる 前回の講義確認テスト1

3回 目 消化器系3胃・′Jヽ腸について説明できる 前回の講義確認テスト2

4回 目 消化器系4大腸・膵臓について説明できる 前回の講義確認テスト3

5回 目 消化器系5肝臓・胆嚢について説明できる 前回の講義確認テスト4

6回 目 消化器系6腹膜・栄養素について説明できる 前回の講義確認テスト5

7回 目 呼吸器系1鼻腔・咽頭について説明できる 前回の講義確認テスト6

8回 目 呼吸器系2喉頭・気管 ,1市 について説明できる 前回の講義確認テスト7

呼吸器系3胸膜・縦隔、呼吸のプロセスについて説明できる 前回の講義確認テスト8

10回 目 呼吸器系4換気、ガス交換について説明できるる 前回の講義確認テスト9

11回 目 呼吸器系5血液によるガス運搬ついて説明できる 前回の講義確認テスト10

12回 目 呼吸器系6呼吸周期の調節ついて説明できる 前回の講義確認テスト11

13回 目 泌尿器概論、腎臓の構造1

14回 目 腎臓の構造2、 腹膜

15回 目 尿産生1ネフロン、再吸収

16回 目 尿産生2体液量、浸透圧調節

17回 目 総復習①

18回 目 総復習②

19回 目 総復習③

20回 目 定期試験・解答解説

21回 目 尿管、膀月売

22回 目 排尿反射

23回 目 生殖器概論 男性生殖器の構造

24回 目 精路、男性ホルモン

25回 目 女性生殖器の構造封

26回 目 女性生殖器の構造2

27回 目 性周期と女性ホルモン

28回 目 体温とその調師1熱産生、熱放散

29回 目 体温とその調節2高体温、発熱の機序

30回 目 体温とその調節3視床下部における体温調節

31回 目 体表の区分、胸部、腹部と内れ載の関係

32回 目 血管系復習 1

33回 目 血管系復習2

34回 目 血管系復習3

35回 目 頭頚部の血管、神経の走行

36回 目 体表から触れる血管、神経

37回 目 総復習①

38回 目 総復習②

39回 目 総復習③

40回 目 定期試験・解答解説

準備学習

時間外学習
自宅で問題を解〈→復習が不可欠である。

評価方法 定期試験 100'も

受講生への
メッセージ

暗記するところもあるが、機能の理解が重要である。授業は欠席しないように内容理解につとめましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

曜剖学・生理学 全国柔道整復学校協会 監修



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

物理療法機器等の取り扱い

Handlng of Phys cal Therapソ Instruments

必修選択 必修 年次 1

担当教員 落石 宏之

実務経験 ○

授業形態 講姦
総時間
(単位 )

10 開講区分 後期

コース 共 通 曜 日 時限

【授業の学習内容】(※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病院や整骨院で取り扱う物理療法について理解する。基本的な使用方法について学ぶ。適用と禁忌について正しく理解する。

整形外科での勤務8年、整骨院自営6年などの実務経歴

【到達目標】

現場で必ず使用することになる物理療法について学び、適用(効果)と禁忌(逆効果)について正しく理解することを目標とする。物理療法を使用するにあ
たつて必要な説明が出来るようになる事も目標とし、患者に対する気配りが出来るようになる事も日標とする。

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション、ガイダンス

2回 目 物理療法とは

3回 目 物理療法の分類と安全対策

4回 目 電気療法

5回 目 温熱療法①

6回 目 温熱療法②

7回 目 牽引療法 その他

8回 目 適用と禁忌

9回 目 総復習

10回 目 定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

事前に教科書をゆつくり読んで学習しておく。

評価方法 定期試験 (可 OOO/o)

受講生への
メッセージ

整骨院であれ整形外科であれ、必ず物理療法を患者に施術する機会があります。作用があれば必ず反作用もありますので、各
種物理療法の適用と禁忌をきちんと学んで、効果的な使用を出来るようになつてください。

【使用教科書 教材 参考書】

柔道整復学・理論編【全国柔道整復師学校協会監修】改定第7版



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名

(英 )

保健体育 (柔 道実技 )

Health and Physical Education

必惨選択 必惨or選 択 年次 1

担当教員 坂本 道人

実務経験 O

授業形態 講義or実 習
総時間

(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 共 通 曜日・時限

【授業の字習内容】 (※ 冥 オ秀栓 瑛 の ある教 員 、知 見 を石す る教 員 が 、どの ような技 柔 を冥万[丁 るのか 、具 1不 開 に口ど載 す る )

初段相応の実力を身に着ける為、認定実技審査に向けた形 受身 舌し取 身暗等の基本的動作の習得

実務経験 :平 成20年 より福岡大学にて柔道実技を教授、平成17年 ～20年 まで筑波大学柔道部コーチ、平成20年 ～令和4年まで福岡大学柔適部コーチ、令和4年より福岡大学柔道部部

長 )

眸‖運日程】

Э柔道着の着方、身嗜みを身に着けられる。
②柔道の礼法を身に着けられる。
③受身の重要性をしつかりと理解できる。
④体の動かし方を理解しできる。
Э形の理合いを理解し、投げれるようになる。
③形の名前基本的な動きを理解し動けるようになる。
Э立技の攻防をし正しい投げ方、受身の取り方を理解してできるようになる。

損業計画Ⅲ内容

1回 目 オリエンテーション

2回 目 腰技 (浮腰)の足運び

3回 目 腰技 (浮腰)の投げるまで

4回 目 腰技(払腰)の足運び

5回 目 腰技(払腰)の投げるまで

6回 目 腰技 (釣込腰)の足運び

7回 目 腰技 (釣込B要 )の投げるまで

8回 目 試験の説明、総復習①

9回 目 総復習②

10回 目 定期試験

11回 目 足技(送 足払)足運び

12回 目 足技(送 足払)投げるまで

13回 目 足技 (支 釣込足)足運び

14回 目 足技 (支釣込足)投げるまで

15回 目 足技 (内 股)足運び

16回 目 足技 (内 股)投げるまで

17回 目 試験の説明、総復習①

18回 目 総復習②

19回 目 総復習③

20回 目 定期試験

準備学習

時間外学習
授業内では十分な反復練習の時間が無いので週に1度は柔道場にて復習練習に取り組むことが望ましい

評価方法 定期試験 80'も 、出席209`

受 講 生 へ の

メッセージ
1年生の柔道の授業では身嗜み、礼法などの基本動作をしつかりと身につけ、他の授業実技・座学にも活かしてほしい。また形や立技などでは、技の理
合い、受身の重要性をしつかりと理解し、授業に臨んでほしい。3年 生の認定実技審査合格に向けて必要な技術・知識を体得してもらう。

【使用教科書 教材 参考書】

柔道着



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学 I

Clinica judo Therapy I

必修選択 必修 年次 2
担当教員 吉永 あずさ

実務経験 O

授業形態 講 義
総時間
(単位 )

90

4

開詰区分 通 年

ヨース 共 通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師において脱臼や軟部組織損傷の病態、治療法、及び固定に際しての知識は必須である。本請義では下記に示す内容を到達目標に講義を進める。

実務経験 :接 骨院で6年勤務

【到達目標】

Э脱臼および軟部組織損傷の病態について理解し、説明できる。
②脱臼および軟部組織損傷の治療法について理解し、説明できる。
③脱臼および軟部組織損傷の固定・後療法等について理解し、説明できる。

授業計画■内容

1回 目 肘 関 節 後 万脱 日

2回 目 肘関節前方脱臼～肘内障

3回 目 手関節脱臼・手指の脱臼①
4回 目 手関節脱日・手指の脱臼②
5回 目 手関節脱臼・手指の脱臼③

6回 目 肩の軟部組織損傷(1つ

7回 目 肩の軟部組織損傷(2)

8回 目 肩の軟部組織複傷(3D

9回 目 肩 の 軟 部 組織 損 S(4)

10回 目 上 腕 の取 部 組織 損 し 、肘 ～ 同l況の軟 部 租 1、乾損 揚 O
11回 目 肘～前腕の軟部組織損傷②

12回 目 肘～前腕の軟部組織損傷③

13回 目 末梢神経損傷①
14回 目 末梢神経オ員傷②

15回 目 末梢神経損傷③

16回 目 手関師～手指部の障冒(19

17回 目 手 関 師 ～子 指部 の 障 吾 (2)

18回 目 雨半稔復習U
19回 目 前半総復習②
20回 目 前期定期試験・解答解説

21回 目 股関節脱臼①
22回 目 股関節脱田②

23回 目 股関節脱臼⑨

24回 目 膝 ≡ 骨 脱 臼

25回 目 足部 ～ 足趾 部 の脱 日

26回 目 股関節の軟部組織損傷

27回 目 股関節の疾患

28回 目 大腿部の損傷

29回 目 膝関節の軟部組織損傷①
30回 目 膝関節の軟部組織損傷(2)

31回 目 膝関節の軟部組織損傷③

32回 目 下腿の軟部組織損う①

33回 目 下腿の軟部組織損傷(2ノ`

34回 目 足関師の軟部組織損傷(1つ

35回 目 足関節の軟部組織損傷②
36回 目 足部の疾患①
37回 目 足部の疾患②
38回 目 後期総復習①
39回 目 後期総復習②
40回 目 後期定期試験・解答解説

41回 目 特別請義①

42回 目 特別講義②

43回 目 特別講義⑨

44回 目 特 別 講 義 (4)

45回 目 特 別 語 義⑨

準備学習

時間外学習

身体全体の構造 (特 に骨や筋)に ついて理解しておく必要がある。

各関節の構造や筋の損傷しやすい部位(構造の欠点)な どを調べておく。

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

肩 肘の脱臼は特に発生頻度が高く、臨床現場でも遭遇する機会が多々みられるため、重点的に勉強し覚えて欲しい。

また、実際の臨床現場では大半が軟部組 4説損傷を伴う外傷のため、軟部組織損傷については広い知識を身に付けて欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学 (理論・実技 )、 プリント



2023年度 授業概要

学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学Ⅱ

Ctinicaljudo Therapy Ⅱ

必修選択 必修 年次 3
担当教員 城村 拓也

実務経験 ○

授業形態 請義
総時間
(単位)

60

3

開講区分 前期・後期前半

コース 共 通 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復学の理解を深め国家試験合格水準を目標とする
国家試験における出題が最も多い分野であり、かつ臨床現場において理解していなければならない科目である。

実務経験10年 (_改 形外科2年・′卜規模多機能居宅介護2年・鍼灸接骨院5年・自費リハビリ施設1年 )

【到達目標】

国家試験合格に加えて臨床の場での適宜、患者様に対応できる知識を身につける。

1回 目 撓骨遠位端部骨折①

2回 目 撓骨遠位端部骨折②

3回 目 鎖骨骨折、肩鎖関節脱臼

4回 目 肩関節脱臼、上腕骨近位端部骨折①

5回 目 上腕骨近位端部骨折②

6回 目 肘関節脱臼、上腕骨遠位端部骨折①

7回 目 上腕骨遠位端部骨折②

8回 目 肩甲骨骨折、上腕骨骨幹部骨折

9回 目 前腕骨近位端部骨折

10回 目 前腕骨骨幹部骨折、手根骨骨折①

11回 目 手根骨骨折②、手根骨脱臼、

12回 目 中手骨骨折

13回 目 指骨骨折

14回 目 鎖骨脱日、肩関節周囲の軟損①

15回 目 鎖骨脱臼、肩関節周囲の軟損②

16回 目 鎖骨脱日、肩関節周囲の軟損③

17回 目 肘関節周囲の軟部組織損傷

18回 目 前半総復習①

19回 目 前半総復習②

20回 目 前期定期試験・解答解説

21回 目 絞lFE性 神経障害①

22回 目 絞拒性神経障害②

23回 目 手・指の軟部組織障害①

24回 目 手・指の軟部組織障害②

25回 目 手・指の軟部組織障害③

26回 目 スポーツ障害のまとめ

27回 目 疲労性骨折まとめ、骨端症まとめ

28回 目 後期前半総復習①

29回 目 後期前半総復習②

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学習
時間タト学習

近年、国家試験における軟部組織損傷 (スポーツ損傷・スボーツ障害)の出題傾向が多岐にわたり出題されている。よつて運動器の内容の理解度は高めて
おくべきである。

評価方法 定期試験 100'`

受講生への
メッセージ

国家言式験受験の大切な1年となります。基礎解剖学と柔道整復学理論は全般的に復習をしておかなしヽと後半で成績が伸び悩むと思うので、前期のうちに
頑張つて頭に定着させましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 (理論編・実技編 )、 プリント



2023年度 授業概要

学  科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学Ⅳ

Clinicaljudo Therapy IV

必修選択 必修 年次 3
担当教員 細井 昭宏

実務経験 O

授業形態 講 義
総時間
(単位 )

60

3

開講区分 前期・後期前半

ヨース 共通 曜日・時限

【援業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

国家試験対策として柔整学の臨床科目を中心に学習。

※ 実務経験20年 現在 接骨院経営

【到達目標】

年々難易度が上昇傾向にある臨床科目を他の科目とリンクできるようになる
他学科の出題傾向にも注視し、基礎医学の復習を行い、国家試験レベルでの説明ができるようになる

授業計画,内 容

1回 目 国対オリエンテーション

2回 目 診察各論 (問診 )

3回 目 診察各論 (視診 )

4回 目 診察各論 (聴診 )

5回 目 診察各論 (打診 )

6回 目 柔理各論①(顔面～体幹、呼吸器系含む)

7回 目 柔理各論②(顔面～体幹、呼吸器系含む)

8回 目 柔理各論③(顔面～体幹、呼吸器系含む)

9回 目 柔理各論④(顔面～体幹、呼吸器系含む)

10回 目 柔理各論⑤(顔画～体幹、呼吸器系含む)

11回 目 柔理各論⑥(顔画～体幹、呼吸器系含む)

12回 目 柔理各論①(各組織損傷、代謝系含む)

13回 目 柔理各論②(各組織損傷、内分泌系含む)

14回 目 柔理各論③(各組織損傷、血液系含む)

15回 目 柔理各論④(各組織損傷、神経系含む)

16回 目 柔理各論⑤(各組織損傷、感染症系含む)

17回 目 柔理各論⑥(各組織損傷、膠原病含む)

18回 目 柔理各論⑦(各組織損傷、腎系含む)

19回 目 前期総復習

20回 目 前期定期試験・解答解説

21回 目 柔理各論③(上肢下破、損傷炎症含む)

22回 目 柔理各論③(上肢下肢、炎症腫瘍含む)

23回 目 柔理各論⑩(上破下月支、ショック輸血輸液含

24回 目 柔理各論①(上破下月支、消毒手術麻酔含む)

25回 目 柔理各論⑫(上肢下肢、免疫含む)

26回 目 柔理各論⑬(上肢下肢、出血止血心肺蘇生含む)

27回 目 柔理各論①(脊推、脳外科甲状腺含む)

28回 目 柔理各論⑮(胸壁、呼吸器心臓脈管含む)

29回 目 柔理各論①(胸壁、腹部疾患含む)

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学習
時間外学普

国家試験過去問題の解轡l、 生理、柔理に挑戦。
授業と並行して夏休みまでには基礎医学の復習を終わらせましょう。

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

この授業は国家試験対策のひとつとして、臨床系科目の対策です。
基礎医学をしっかり学び応用できれば解決できることが多いです。
ますは焦らず―緒に勉強計画を立てていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 (理論編。実技編 )、 プリント



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学V

C朽 nicaljudo Therapy V

必修選択 必修 年 次 3
担当教員 斎藤 智仁

実 務経験 ○

授業形態 講 義
総時間
(単位 )

２。

　

‐

開講区分 後期前半

ヨース 共通 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師として必要な社会保険制度や職業倫理について理解できる。

実務経験 (接 骨院7年勤務 )

【到達目標】

国家試験合格に向けて総復習をし理解する。

授業計画Ⅲ内容

1回 目 運動器損傷の診察(医療画接・全身の観察・触診・各徒手検査等)

2回 目 疾病の一般 (分類・経過・予後・転帰 )

3回 目 細胞障害(退行性病変・進行性病変・代謝障害)

4回 目 炎症 (一 般・分類)

5回 目 感染症①

6回 目 感染症②

7回 目 消毒 (消 毒法一般 種類・方法 )

8回 目 患者の権利 医療過誤トリスクマネジメント・関係法規

9回 目 総復習

10回 目 定期試験 角♀答解説

準備学習
時間外学冒

授業前後に復習をしてください。

評価方法 定期試験 100,`

受講生への
メッセージ

【使用教科書 教材・参考書】

柔道整復理論・柔道整復実技 病理学 衛生学・関係法規・資料ブリント



2023年度 授業概要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復学 I

Theory of」 udo Therapy E

必修選択 必 修 年 次 1

手H当 教 員 内村 陽一

宴務経験 O

授業形態 議 義
総時間

(単位 )

80

4

開 。再睦 分 通 年

]― ス 共 通 曜 日 '時限 水曜 日/1限・2限 ,3限

【授業の学習内容】 (※ 冥 孝秀橙 験 の ある教 員 、知 見を石す る教 員が 、どの ような技 某を冥施す るの か 、具 体 的 に記 載 す る ,

骨や筋、関節の構造を学び、骨のランドマークや筋の起始・停止・作用を理解し人体の構造と機能についての基礎を固め説明が出来るようになる。正常な構造と機能を学ぶことで異常な

状態を理解することが出来るようになる。
「関節損傷」の基礎を中心に学び、外傷 (骨 折 脱 臼・軟損)についての知識を理解する。柔道整復師は骨折や脱臼、軟部組織の損傷など種 々の外傷に対して整復や固定、後療法といつ

た形で治療を行う。そのためには、まずその外傷が柔道整復師の業務範囲内であるか否かを判断し、その後、適切な処置ができるだけの知識と技術を備えておく必要がある。当該科 目

では脱臼、軟部組織損傷の症状や合併症、それに対する処置の方法などを学習する。

実務経験 i整骨院で6年勤務

【11達 目襟】

柔適整復師として、外傷(骨 折・脱 日・軟損 )こ ついての知識を理解させることを目的に、本授業では「関節損傷」の基礎を中心に学び、外傷のメカニズムを学習する。

解割学 生理学・病理学の基礎的知識を再確認して疾患について自分で説明することができる。

援棄計覆l・ 内容

1回 目 A関節の構造と機能①
2回 日 A関節の構造と機能②
3回 目 B関節損傷の概説 C関節損傷の分類  D鑑別診断を要する類症

4回 目 E脱 日 (1 定義と概説 ・ 2発 生頻度 )

5回 目 E脱 臼 (3脱 日の分類 a～ d)
6回 目 E脱 日 (3脱 日の分類 e～ 1)

7回 目 E脱 臼 (4脱臼の症状 ・ 5脱 臼の合併症 )

8回 目 E脱 臼 (6脱臼の整復障害 ・ 7脱 日の経過と予後 )・整復法(P92～ P95)→脱臼・軟損

9回 目 F聞節構成組織損傷 (Fl 靭帯・関節包の損傷 ,F-2関 節周囲の筋・月l=損 傷 )

10回 目 F関節構成組織損傷 (F3関節軟骨損傷 ・ F4その他の関節構成組織の損傷 )

11回 目 復習(1回 目～10回 目)グ ループワークによる問題演習

12回 目 A筋の形態と機能  B筋 損傷の概説 C筋 損傷の分類

13回 目 D筋損傷の症状 E筋 損傷の治癒機序 F筋 損傷の予後

14回 目 A腱の構造と機能  B腱 損傷の概説

15回 目 C腱損傷の分類  D腱 損傷の症状 E腱 損傷の治癒機序

16回 目 A神 経の構造と機能  B神 経損傷の概要

17回 目 C神経損傷の分類  D神 経損傷の症状  E神 経損傷の治癒機序

18回 目 血管・リンパ系・皮膚の損傷 評価

19回 目 総復習

20回 目 試験・解説

21回 目 固定法(P91～ P100)

22回 目 後療法 A手 技療法B運 動療法C物 理療法

23回 目 指導管理A・ B・ C(P¬ 35～ P140)

つ4回 目 顎関節脱臼(P163～ P166)

25回 目 A外傷性顎関節損傷B頭 部・顔面部打撲

26回 目 C顎 問節症

27回 目 A胸肋関節損傷B肋間筋損傷C胸部・背部打撲

28回 目 A頸 椎脱日、胸椎脱日

29回 目 A頸 部捻挫 1 寝違え2むちうち損傷

30回 目 3頸椎部の神経損傷B頸部の疾患 1斜頸2顕椎ヘルニア3後縦靭帯骨化症

31回 目 4胸 郭出口症保群 C胸 背部軟部組キ●■損傷 (P208～ P209)1 脊椎側彎症

32回 目 D腰 部の軟部組織損傷(P216～ P217)E腰 部の疾患(P219)1腰 椎椎間板ヘルニア

33回 目 A鎖 骨の脱日1 胸鎖関節脱田 2肩鎖関節脱臼

34回 目 B肩関師脱臼1前方脱臼 発生機序・症状・整復法   後療法・鑑別診断・合併症

35回 目 2後方脱臼3下 方脱臼4上 方脱田 5反復性肩問節脱臼

36回 目 月寸関節脱臼(P279)
37回 目 肘関節脱日(P281)
38回 目 肘内障 (P283)
39回 目 総復習

40回 目 試験 角睾説

準備学習

時間外学習
解音Ⅲ学で学ぶ骨の名称 ,筋 の起夕き停止 筋の走行などの内容は理解しておく。この学習では復習が大事である為、自宅学習の実施をすることが大切である。

評価方法 定期試験 により評価する

受け帝生への
メッセージ

1、 全出席を目標
2、 各習の予習を怠らない(読めない漢字は調べておく)

3、 復習はその 日のうちに偏う
※柔適整復師に必要な基礎知識を解剖学と結び付けながら、教科書に添つて毎回すすんていきますので欠席をしないようにしてください

【使用教科書 教材 参考書】

「柔道整復学 理論編 第 7版 J全 国柔道整復学校協会監修 南江堂



2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復利

科目名
(英 )

コミュニケーション入門

Intoroduction to Comunication

必修
選択

必 修 年 次 1

担当教員 小岩信義

実務経験 O

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

具体的事例を通して、コミュニケーションの実践につながる理論と、医療・福祉の現場における患者対応や指導、職場の人間関係、職種間の連携構築に必要と

なる人間理解の基礎を学ぶ。また、自己と他者、そして相互の理解を深めるテクニックとコミュニケーシヨン方法の学習を通して、医療従事者

に必要となるコミュニケーションの基礎力を修得する。
※実務経験 :人間総合科学大学 人間科学部心身健康科学科にて教鞭をとつている。

【到達目標】
I自 己と他者、そして相互の理解に必要となるコミュニケーシヨンの基礎技去について説明てきる。

2人 間関係から生じる駿晴やストレスのイ士組みと、対処に必要な技法を言兄明てきる。

3安 定した人間関係の 1夕 成要因とこれに必要となる視点、技成について説明てきる。

1自 己成長の観点からコミュニケーションカの重要性を説明てきる。

授業計画Ⅲ内容

1回 目 ガイダンス

2回 目 第1章 :視点をかえれば人間関係が変わる

3回 目 第1章 :職場の人間関係について

4回 目 第1章 :自 己の感情発現の仕組みとコントロールの方法について

5回 目 第1章 :職場の上司や同僚の行動に対 しての技法

6回 目 第2章 :過度な期待がいらだちを生む

7回 目 第2章 :否定的な感情を生む仕組みについて

8回 目 第2章 :事例検討

9回 目 第2章 :傾聴、チャンクダウン、承認、共感的理解について

10回 目 第 3章 :相手を知ればス ドレスが減る

11回 目 第 3章 :ス トレスが生 じる場面について

12回 目 第 3章 :人間関係 '信頼関係について

13回 目 第 3章 :相互理4イ と協調関係の形成について

14回 目 第 3章 :質 問方法やフィー ドパックの方法等について

15回 目 第 4章 :自 分の中の男気を呼び覚ます

16回 目 第 4章 :他者と良好なコミュニケーションの取 り方について

17回 目 第 4章 :ソ ーシヤルネットワークの作り方や自分自身の中で生じる様々なス トレスとの向き合い方について

18回 目 第 4章 :自 己成長 人間関係力やコミュ三ケーションカを修得する方法について

19回 目 総復習

20回 目 学朝末試写|

準備学習
時間外学習

テキストの巻未(第 4 考図書をリストアップしているので、学習の進展に応

して参考にすることぃ

評価方法

評価基浜は人間総合科学大学学則及び学生便覧に記載の基準に準拠するぅ

評価は「科 目修了s

武験」(1000o)で行い、評価基準に則り60点 以上を合格とする.ただし、
「テキスト課題 Jに合格

`60点
以上)した者が、「科目修 了試験 Jを 受験できる.

受講生への

メヽッセージ

本科 目で学修していただ内容は、受講生のみなさんの家庭、学校、職場等の社会生活の中で活かして

いただける内容となつておりますので、実践をとおして得た感想や質問などを担当する教員に届けて

いただき、コーチンク マインドの理解促進を受講生のみなさんとともに深めたいと考えています .



【使用教科書・教材・参考書】

医療・福祉現場のコミュニケーション(三輸書店



2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

セルフプロモーション論

Seif―promotion Theory

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 矢島孔明(科 目責任者)久住虞理

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前 期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的 | こ記載する)

本科日ては、心身健康ア4学 /人 間金合刈学の視点から 人間の脳やホルモンの働き、心とからたの相関性などを手がかりに、信頼関係の構築、ストレスヘの対処、免療力の向上などについてア4学的に読み解いていきます。そして

l費階的に、共生社会て自分らしく生き生きと生きるためのスキルの形成を図ります。学修を進めるうちに、視点が変わり、考え方も変わり、また別の考え方が生まれるてしよう。この自分自身の変化が 本14目 て言う「よりよく生きるための

knttKnowに dge fOr WЫ ―Bjng)Jの 創造造につながります。絶えず変化(成長)し ていることを学修者自身が自覚しながら、スキルの主体的な社会生活への活用を目指します※実務経験:人間総合科学大学 人F口1科学部心身健康科学科

にて教鞭をとつている

【到達 目標】

I「 よりよ<生きるJとはどのようなことなのかを語ることがてきる。
2自 立と共生のための人間Ig!解 に必要なことを述べることができる。

3自 身の考え方がどのように変化したかを内観じ表現することができる。

1得 た矢日蕊を七とに、自身の人生における「よりよ<生きるための知恵(KnOwIE」 ge fOr WЫ I

授業計画・内容

1回 目 第1章 できると信 じて、―歩を踏み出す

2回 目 第1章 人生の変化の受け入れについて

3回 目 第1章  人生の変化に対する脳のメカニズムについて

4回 目 第2章 他人と助け合って生きる

5回 目 第2章 本能・理性などの脳部位の調和について

6回 目 第2章  「共感脳Jの仕組みと働きについて

7回 目 第3章 新たな自分を育てる

8回 目 第3章 共感脳を育む働きがあるホルモン、オキントシンについて

9回 目 第3章 科学的な視点から「足るを知るJこ との価値について

10回 目 第4章 心と体のメカニズムを知る

11回 目 第4章  自律神経・ホルモンについて

12回 目 第4章  自然治癒力について

13回 目 第5章  いのちをより良く生きる

14回 目 第5章 なぜ人は学▼iヾ ことが必要なのか

15回 目 第5章  より良く生きるための知恵について

16回 目 第5章  自己教育力について

17回 目 ライフ ブヽロモーションについて

18回 目 自立と共生について

19回 目 総復習

20回 目 学期末試奈

準備学習
時間外学習

Fょ りよく生きるための知恵」として、心身が極めて精徹な仕組みを持ち、絶妙なパランスを保ちな

がら健康やいのちを支えていることを理解しましょう。自分自身の人生と重ね合わせて探求すること

が大切です。

評価方法

評価基津は人間総合科学大学学則及び学生硬覧に記載の基準に準拠する。評価は「科目修了試験」(1 00Co)で行い、評価基準に則り60点 以上を

合格とする。ただし、「テキスト課題」に合格(60点 以上)した者が、「科目修了試験」を受験できる。

受講生への
メッセージ

にもてはめなか,D ヽこにあら大聞の本質を■えてみまし■う,「 ヒューマン」や「1し 身ヽ世 F〒 11学 J

のな
'1君

とつ■がりのある手l員 1,4い て,雫 らし合わせて うなた自身の「よりよく生きる,a恵
として■きttし て‐ナテし■う 慈じ考えたことをUIIAS'mソ キャンバスを使用して教員に伝えたリ

争
'■

Ifヒ トに三吾したり(て (イ it´ 〔う



【使用教科書・教材・参考書】

住員理『運命を変える心とからだの磨き方』幻冬舎



2023年度 授業オヽユ児要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

医療英語

Medical Enghsh

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 ILC

実務経験 O

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

後 期

ヨース 共 通

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師は日本国内の伝統的な資格であるが、現在はグローバルに活躍できる場がある。そこで柔道整復師としてまたは医療人として英語を発信する能力

を身につけ、グローバルに活躍できる柔道整復師になつてもらうために実施する
※実務経験:高校教員免許保有

【到達目標】

①英語による英語でのコミュニケーシヨンがとれる。
②自分で自己紹介、自分の考えを相手に伝えることができる。

授業計画Ⅲ内容

1回 目 イントロダクション

2回 目 受付に関わる医療英語

3回 目 受付に関わる医療英語②

4回 目 受付に関わる医療英語③

5回 目 診察に関わる医療英語

6回 目 診察に関わる医療英語 問診編

7回 目 診察に関わる医療英語 問診編②

8回 目 診察に関わる医療英語 問診編③

9回 目 診察に関わる医療英語 視診編

10回 目 診察に関わる医療英語 視診編②

診察に関わる医療英語 触診編

12回 目 診察に関わる医療英語 触診編②

13回 目 診察に関わる医療英語 触診編③

14回 目 診察に関わる医療英語 超音波機器

15回 目 診察に関わる医療英語 診断

16回 目 診察に関わる医療英語 施術

17回 目 診察に関わる医療英語 施術②

18回 目 診察に関わる医療英語 会計

19回 目 診察に関わる医療英語 会計②

20回 目 学期末試験 ,解説

準備学習
時間外学習

(ロ オ票(1,)

(目 標②)

この授業を受けるには、可能であれば事前にテキスHこ 目を通し、分からない単語や表現があれは訓べてお 聖 ま しい 。

この授業を受けた後は、必ずまたテキストに目を通し、復習をしてくことが望ましい(,動 画が見れる場合は動画も視聴しておくこと。

時間外学習は①と(21及 び、将来タト国人と接する際、必要なフレーズを使用してコミュニケーションが取れることを想定しておくことが望ましい。

評価方法

定期試験にて知識・技能の到達評価を行う。
●定期試験 (100,と )

上記にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

この授業では、基本的な日常奥会話を自信を持つて実践できるよう拝 々なアフローチから構成されたテキストを基にして学 習していきます ,最初に交わす挨拶から

好きな音楽のジヤンルを質問したり兄弟がいるかどうか、または 日常 のことこついて質 Pω蜀したりと日頃友人と交わす 日本語の内容と変わらない基本的なレベルの会

話を英語に置 き換えて績習していきます。きつと自信を持つて日常英会話をすることができるようになると思います この慢業においては、ベアワークやワークシート

などに関しては進んで取り組むことが望ましいです。



【使用教科書・教材・参考書】

のための外国人対応ハンドブック



2023年度 授業概要
学 科 i柔道整復科

科目名
(英 )

保健体育

Health and Physical Education

必修
選択

必 修 年次 1

担当教員 仲田直樹

実務経験 ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位)

40

2

開講区分

曜日・時限

前 期

木曜123限]―ス 共 通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道の歴史(創始者,創始年),理念,教育的効果(礼・精神・道徳・品格),嘉 納治五郎師範の考え・言葉(精力善用・白他共栄)・ 遺訓について学習する ま

た,道場の清掃,礼法,受身については毎授業行う 授業後半には,投の形における手技(浮落・一本背負投・肩車)を行う

実務経験「平成23年 より仙台大学体育学部現代武道学科助教、平成28年 より仙台大学体育学部現代武道学科講師、平成30年 よリベラルーシ国立体育・ス

ポーツ院へ出向(令和4年3月 まで)、 令和4年より日本経済大学経済学部健康スポーツ経営学科講師

【到達目標】

O柔道衣,帯を正しく着る(結ぶ)ことができる ②柔道の礼法を身につける ③受身の重要性を理解する ④形の理合いを理解し,相手を投げることがで

きる ⑤相手を尊重し,技の攻防を楽しむことができる

授業計画・内容

1回 目 オ リエンテーション

2回 目 後受身,横受身,前受身

3回 目 柔道衣の着方,礼法

4回 目 前回受身,歩 き方,組み方

5回 目 出足払,送足払

6回 目 膝車,支釣込足

7回 目 足技の復習

8回 目 大外刈,体落

9回 目 袈裟固,横四方固,上四方固

10回 目 立技・寝技乱取 り

11回 目 試験前練習

12回 目 中間試験

13回 目 手技 (浮 落)

14回 目 手技 (背 負投)

15回 目 手技 (肩 車 )

16回 目 手技 (浮落・背負投 )

17回 目 手技 (背 負投・肩車)

18回 目 手!支復習

19回 目 三二ヽ秩盲〕|ケ1習

20回 目 定期試験

準備学習

時間外学習

嘉納治五郎について調べてくる

評 1面 方法

出席3096レ ホート2096中 間試験 定期試験にて評価する
ただし 以下の場合は成績評価対象外となる

「
欠席が授業の 1/3を超える場合 D中 間試験 定期試験に合格しない場合



受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

生理学 I

Pathology

必修
選択

必 修 年 次 1

担当教員 角 静香

実務経験 ○

摂業

形 態
講 義

総時間
(単位)

80

4

開講区分

曜日・時限

通年

ヨース 共 通 月曜4限、金曜12限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

基礎である血液や免疫、内分泌を学ぷことによって、ホルモンの作用不全による疾患、血液疾患、免疫不全などの疾患につながる為、必要不可欠な知識であ

る。血液、内分泌、免疫につい15回終了後、各々が説明できるようになる。

循環器、呼吸器、泌尿器を学ぶことによって、循環器疾患、呼吸器疾患、泌尿器疾患につながる為、必要不可欠な知識である。循環器、呼吸器、泌尿器につい

て20回 終了後、各々が説明できるようになる。
※実務経験 :福岡医健専門学校の開校準備から携わり、2002年4月 開校から教員として勤務している。2004年 から副校長に就任し、現在まで解剖生理学、解

剖生理実習、病理学を担当している。

【到達目標】

血液、免度のしくみ、ホルモンについて理解でき、各機能についても説明ができるようになる。

循環・呼吸・泌尿について理解でき、各機能についても説明ができるようになる。

援業計画・内容

1回 目 血液① 血液の役割 血液組成 赤血球 白血球について説明できる

2回 目 血液② 血小板 血液凝固 血液型について説明できる  練習問題

3回 目 免疫① 免疫系の仕組み リンパ系の主な器官 免疫に関わる細胞 について説明できる

4回 目 免疫② 免疫反応 抗原と抗体について説明できる  練習問題

5回 目 内分泌① 小ルモンの性質 調整機構 視床下部と下垂体について説明できる

6回 目 内分泌② 視床下部ホルモン 下垂体ホルモン 松果体について説明できる

7回 目 内分泌③ 甲状腺について説明できる

8回 目 内分泌④ 甲状腺② 血漿カルシウム濃度調整につてい説明できる 練習問題

9回 目 内分泌⑤ 副腎について説明できる 練習問題

10回 目 内分泌⑥ 膵臓について説明できる 練習問題

11回 目 内分泌⑦ 性腺について説明できる 練習問題

12回 目 内分泌③ 成長とホルモン 血糖とホルモンについて説明できる

13回 目 今まで習った内容に関 して復習 し各唄目について説明できる

14回 目 生理学実習 顕微鏡の使い方

15回 目 生理学実習 末梢血

16回 目 生理学実習 末梢血

17回 目 生理学実習 内分泌器官 (鮮励)

18回 目 生TE]学 実習 内分泌器官 (甲 状腺)

19回 目 仝範囲の復習、試験対策

20回 目 学期末試験

21回 目 前期の復習

22回 目 循環 A′じ、Eま

23回 目 価い B血竹

24回 目 イ香]〒  Cリ ンノ`平ミ

25回 目
F~手  D循 Ⅲ詞節



26回 目 循環 復習 問題演習

27回 目 呼吸 A呼吸器系の構造

28回 目 呼吸 B換気

29回 目 呼吸 Cガ ス交換と運搬

30回 目 呼吸 D呼吸周期の調節

31回 目 呼吸 復習 問題演習

32回 目 尿の生成と排泄 A腎臓の構造と機能

33回 日 尿の生成 と排泄 B尿の生成

34回 目 尿の生成と排泄 C腎血流量

35回 目 尿の生成と排泄 D排尿

36回 目 尿の生成と排泄 E腎臓による体液の調節

37回 目 尿の生成と排泄 復習 問題演習

38回 目 総復習

39回 目 総復習

40回 目 学期末試験

準備学習
時間外学習

内容的には難しい範囲でもあるので毎回の授業の理解を次の授業までに確実にしておくことが必要である。

評価方法

ト 習 け

受講生への
メッセージ

いため、

を行い理解を深めることが好ましい。         ヽ

循環・Π子吸・泌尿は人間が生きていく中で重要な機能を司るものである。疾患との関連性が大きく他の科目との関連性も大きいため、自宅学習を

行い理解を深めることが好ましい。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学

生理学

全国柔道整復学校協会

全国柔道整復学校協会

監修

監修 ブリン ト教材



2023年度 授業′
lF児要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

生活習慣と健康

Lifestyle and Health

必修
選択

必 修 年次 1

担当教員 鈴木はる江

実務経験 O

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前 期

ヨース 共 通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

健康的な生活習慣の重要性に対する関心と理解について自身の生活を振り返るとともに、社会との関係性を再認識する

※実務経験:人間総合科学大学 人間科学部心身健康科学科にて教鞭をとつている。

【到達目標】

心身の健康を維持するために、日ごろの生活習慣が重要であることを理解し、自身の生活改善に活用

する。

授業計画・内容

1回 目 第1章 生活習慣病の特徴①

2回 目 第1章 生活習慣病の特徴②

3回 目 第2章 主な生活習慣病①

4回 目 第2章 主な生活習慣病②

5回 目 第2章 主な生活習慣病③

6回 目 第3章 歯の健康①

7回 目 第3章 歯の健康②

8回 目 第4章 がんと生活習慣①

9回 目 第4章 がんと生活習慣②

10回 目 第5章 肥満:栄養と運動①

11回 目 第5章 肥満:栄養と運動②

12回 目 第6章 メタボリックシンドローム①

13回 目 第6章 メタボリックシンドローム②

14回 目 第7章 飲酒習慣と健康①

15回 目 第7章 欽酒習慣と健康②

16回 目 第8章 喫煙習慣①

17回 目 第8章 喫煙習1買②

18回 目 第9章 生活習慣病対策

19回 目 健康日本21に ついて

20回 目 学期末試験

準備学習
時間外学習

マイキャンバスの「質問箱」へ寄せられた質問へ、1週間以内に返答するようにします。

評価方法

評価基準は人間総合科学大学学則及び学生便覧に記載の基準に準拠する。

評価は「科目修了岳式験」(1000/。 )で 行い、評価基準に則り60点 以上を合格とする。ただし、「テキスト課題」に合格(60点 以上)した者が、「不ヰロ修了

試験Jを 受験できる。

受講生への
メッセージ

イントテキストの重 を理里R年 し、日分 日身υ
'生

,石 け照ぞデI― どυ
'よ

つ| 用できるか考察する。



【使用教科書・教材・参考書】

『まるごとわかる!生活習慣病』、坂根直樹、「南江堂」、2020、 第1版



2023年度 授業′
|ヽ
Pチ要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

リハビリテーション医学

Rehabilitation Medicine

必修

選択
必 修 年 次 2

担当教員 北村 匡大

実務経験 O

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

80

4

開講区分

曜日・時限

通 年

ヨース 共 通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

Oリ ハビリテーシヨン医学の考え方を理解する。
②障害者が抱えている問題点、また潜在能力の正確な把握、多職種との情報共有ができる。
③リハビリテーションの基本的な手法について理解する。

【到達目標】

リハビリテーシヨンの視点から、障害者や高齢者など不自由を抱えて生活している人々と正しく向き合うことができ、その福祉の場面において専門性を発揮でき

るようになることを目標とします。

授業計画・内容

1回 日 リハビリテーションの理念

2回 目 リハビリテーションの対象と障害者の実態

3回 目 障害の階層とアプローチ

4回 目 リハビリテーションの評価学① (運動学と機能解剖、身体所見、小児運動発達の評価)

5回 目 リハビリテーションの評価学② (ADLの評価、心理的評価、認知症の評価)

6回 目 リハビリテーションの評価学③ (電気生理学的検査、画像診断、運動失調)

7回 目 リハビリテーション障害学と治療学 (リ ハビリテーション障害学①)

8回 目 リハビリテーション障害学と治療学 (リ ハビリテーション障害学②、 リハビリテーション治療学①)

9回 目 リハビリテーション障害学と治療学 (リ ハビリテーション治療学③)

10回 目 リハビリテーション障害学と治療学 (リ ハビリテーション治療学④)

11回 目 リハビリテーション障害学と治療学 (リ ハビリテーション治療学⑤)

12回 目 リハビリテーション医学の関連職種 (医師・リハビリテーション専門医、理学療法士)

13回 目 リハビリテーション医学の関連職種 (作業療法士、看護帥、語話 l高 覚士、臨床心理士、医療福祉士、技師装具士、介護支援専門員)

14回 目 リハビリテーション治療技術① (理学療法)

15回 目 リハビリテーション治療技術② (作業療法)

16回 目 リハビリテーション治療技術③ (言語聴覚療法)

17回 目 前期総復習①

18回 目 前期総復習②

19回 目 前期総復習③

20回 目 前期定期試験

21回 目 高齢者のリハビリテーション① (平均寿命と健康寿命、フレイル、高鈴者をとりまく医療制度)

22回 目 高市i、ウリハビリテーション(2(iP知症 r lii=● Ii T,|:t,I■ をし|れ、 り 七ヽフラー:′ 千ンれ
'I二

、求liり ′ヽ■リテーション ハーキンソン千i● リハしリテー
'ョ

レ iirに ,

23日 目 リハビリテーション治廉技lfЭ (補装具 l~l)

24回 目 リハビリテーション滑療技術(D(楠共具D)

25回 目 運動器のリハビリテーション0(骨折の治療と後片,去C)

26回 目 週勤|ギ|の リハビリテーション12)(1子 折の治),11と イユiアオi法 二|)



27回 目 運動器のリハビリテーション③ (骨粗慈症①)

28回 目 運動器のリハビリテーション④ (骨粗慈症②、捻挫へのアプローチ①)

29回 目 運動器のリハビリテーション③ (捻挫へのアプローチ②)

30回 目 運動器のリハビリテーション⑥ (上肢損傷後遺症群)

31回 目 運動器のリハビリテーション⑦ (下肢損傷後遺症群)

32回 目 運動器のリハビリテーション③ (頸肩腕症候群の病態とアプローチ)

33回 目 運動器のリハビリテーション③ (腰痛症の病態とアプローチ)

34回 目 運動器のリハビリテーション⑩ (肋骨骨折へのアプローチ、アキレス腱断裂へのアプローチ)

35回 目 リハビリテーションとイ冨祉

36回 目 障害者スポーツ

37回 目 後期総復習①

38回 目 後期総復習②

39回 目 後期総復習③

40回 目 後期定期試験

準備学習
時間外学習

容は多岐にわたるため、毎回の復習を欠かさないで下さい。たとえ短時間の復習でも字習内容の記憶に関して入いに頁献します。反対に全く侵習

しないと、驚くほど速やかに記憶は失われ授業に参加した意味もなくなります。

評価方法

定期試験100%

受講生への
メッセージ

試験は主にプリントから出題します。

【使用教科書・教材・参考書】

リハビリテーシヨン医学 第4版 南江堂



2023年度 授業′
lR児要

学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

高齢者・競技者の外傷予防

In」 ury Prevention for Athietes

必修
選択

必 修 年 次 2
担当教員 落石 宏之

実務経験 〇

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

後期

コース 共 通

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

高齢者・アスリートの特徴や病理を学ぶ。

【到連目標】

・高齢者の特徴を学び、実技等を通じトランスファーや介助方法を習得する。
・アスリートの身体特性やトレーニングを学び、実技を通じてトレーニングの方法や負荷量を学ぶ。

授業計画・内容

1回 目 高齢医学①

2回 目 高齢医学②

3回 目 高齢医学③

4回 目 高齢医学④

5回 目 高齢医学⑤

6回 目 車イス駆動・車イス介助①

7回 目 車イス駆動・車イス介助②

8回 目 杖による階段昇降体験①

9回 目 杖による階段昇降体験②

10回 目 アスリートの身体特性①

11回 目 アスリートの身体特性②

12回 目 アスリートの身体特性③

13回 目 アスリートの身体特性④

14日 目 トレーニング処方①

15回 目 トレーニング処方②

16回 目 トレーニング処方③

17回 目 トレーニング処方④

18回 目 総復習①

19回 目 総復習②

20回 目 定期試験・解答解説

準備学習
時間タト学習

解罰軍酌な知識や柔道整復理論の復習をしておくように

言平十面方 ,去

定期試験 10000

受講生への
メッセージ

臨床に必須の知識です.積極的に参加しましょう !



【使用教科書・教材・参考書】

高齢者・競技者の外傷予防 (教科書)



2023年度 授業概要
学 科 i柔道整復科

科目名
(英 )

高齢者・競技者の生理学的特徴・変化
必修

選択
必修 年次 2

担当教員 兼松 隆

実務経験 O

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

高齢者・競技者の生理学的特徴を理解し、身体機能の維持・改善に役立てる知識を習得し臨床現場に応用できるようになる。

実務経験:平成6年 ～21年九州大学、平成21年 ～平成31年 広い問大学、平成31年 ～現在九州大学に勤務

【到連目標】

我が国は超高齢化社会が世界に先駆けて到来しているが、当然臨床現場に出ると患者の多くは高齢者となる。高齢者の生理的特徴を理解することで、臨床

現場において高齢者への対応能力を身につける。また、柔道整復師がアスリートの生理的特徴を理解することも非常に重要である。競技者である患者に対応

するのに競技者ならではの生理学的特性を身につける。

授業計画Ⅲ内容

細胞・組織の加齢的変化

2回 目 体液と加齢的変化

3回 目 神経系の加齢的変化

4回 目 運動器系の加齢的変化

5回 目 循環器系の加齢的変化

6回 目 呼吸器系・消化器系の加齢的変化

7回 目 高齢者に多い疾患・障害

8回 目 運動 と加齢

9回 目 前半まとめ・復習①

10回 日 前半まとめ '復習②

11回 目 成長と運動器

12回 目 呼吸・循環器と運動

13回 目 オーバー トレーニング

14回 目 歩行・走行

15回 目 持久力とトレーニング

16回 目 トレーニングと心肺機能

17回 目 トレーニングと姿勢

18回 目 後半まとめ 復習①

19回 目 後半まとめ 復習②

20回 目 前期定期試子 翠答解言,t

準備学習
時間外学習

該当範囲の解剖学、生理学、運動学の教科書の通読等の知識の整理を行つて授業に臨むこと

言平十面方 ,去

定,l月言式験 10096

受講生への
メッセージ

高齢者と、競技者特有の生理学的変化を理解するには、ます一般の健康成人の状態を理解することからはじまります。生理学、運動早の復習も

行いますので、十年生の知識のよとめを各自行つておいて下さい。



【使用教科書・教材・参考書】

全国柔道整復学校協会 監修

全国柔道整復学校協会 監修 プリント教材生理学

学



2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復実技 I

Adovanceed」 udo ThheLapeutic Lab I

必修

選択
必 修 年 次 2

担当教員 碇 彩芽

実務経験 O

摂業

形態
実習

総時間
(単位 )

80

4

開講区分

曜日・時限

通 年

ヨース 共 通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

各疾患の理論を説明し、理解が得られたところで実技指導を行う。

その後、実技のグループ・ペアに分かれて臨床症状及び整復前の確認

整復法 整復後の確認、固定法を学ぷ。

【到達目標】

1 臨床に応用できる技術を取得する。
2実際の患者と想定しながら接し、気を配り真摯な態度で接する事ができる。

授業計画・内容

1回 目 鎖骨骨折 ③ 坐位整復法

2回 目 ③の復習 ⑤ 鎖骨整復台整復法

3回 目 固定法(8字帯+デゾー)

4回 目 固定法復習+リング帯

5回 目 固定法復習キクラビクルバンド

6回 目 上腕骨外科頸骨析整復法

7回 目 整復法復習①

8回 目 整復法復習②

9回 目 肩関節脱口 ③コッヘル整復法

10回 目 ⑤ ヒポクラテス整復法

整復法復習

12回 目 固定法

13回 目 固定法復習①

14回 目 固定法復習②

15回 目 ミッテルドルフ固定法

16回 目 ミッテルドルフ固定法復習

17回 目 前期総復習

18回 目 前期総復習

19回 目 前期実技試験(A班 )、 前期筆記試験 (B班 )

20回 目 前期実技試験(B班 )、 前期筆記試験 (A班 )

21回 目 肘関節脱臼整復法

22回 目 整復法復習

23回 目 固定法

24回 目 固定法復習O

25回 目 固定法復習12

肩鎖関節脱口整復法26回 目



27回 目 整復法復習

28回 目 固定法

29回 目 固定法復習

30回 目 コーレス骨折整復法

31回 目 ◎牽引直圧法 ⑤屈曲整復法

32回 目 整復法復習①

33回 目 整復法復習②

34回 目 固定法

35回 目 固定法復習①

36回 目 固定法復習②

37回 目 後期総復習

38回 目 後期総復習

39回 目 後期実技試験(A班 )、 後期筆記試験 (B班 )

40回 目 後期実技試験(B班 )、 後期筆記試験 (A班 )

41回 目 特別講義①

42回 目 特別講義②

43回 目 特別講義③

44回 目 キ寺男吋言青義④

45回 目 特別講義⑤

準備学習
時間外学習

解剖学で学ぶ骨の名称・筋の起始停止・筋の走行などの内容は理解しておく。
1年生で習つた骨折学を中心に復習しておく。

評価方法

実技試験・筆記試験・出席状況・授業態度を加味して総合的に評価

受講生への
メッセージ

・毎回出席が原則 (1回 欠席するとそれだけ技術の習得が遅れることを認識する)

・白衣 (上下)着用、白衣の下はTシヤツ(爪・装飾品などの容姿に留意 )

【使用教科書・教材・参考書】

「柔道整復学・実技編 改訂7版 J全国柔道整復学校協会監修 南江堂



2023年度 授業オヽP児要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

病理学概論

Pathoiogy

必 修

選択
必 修 年 次 2

担当教員 角 静香

実務経験 O

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

60

3

開講区分

曜日・時限

前期 '後期前半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人が病気になつていくには、原因と結果の因果関係がある、原因により、どのような機序をたどり、どのような結果があるのかを理解し、本講義終了時には各々

において説明できるようになる。
※ 実務経験 :福岡医健専門学校の開枝準備から携わり、2022年4月 の開校から教員として勤務している。2004年4月 から副校長に就任し、現在まで解剖生理

学Ⅲ、解剖生理学実習I・ E、 病理学の授業を担当している。

【至1達 目標】

各分野において、どのような状態、機序、結果につい各々を説明できる。 外因(栄養障害、物理的外国、凍傷、化学的物質)退行性病変(姜縮、脂肪変性、

糖原変性、母斑、メラノーマ、黄斑、壊死、アポトーシスとの相違、老化、死)について説明できる。

授業計画・内容

1回 目 方法、観察方法

2回 目 意義と分類、経過

3回 目 萎縮 :生理的、貧血性、廃用性

4回 目 変性 :蛋 白質、脂肪、糖原、石灰化

5回 目 代謝障害 :痛風、結石、色素、鉄、胆汁、糖尿病

6回 目 壊死 :壊死とアポ トシス、死

7回 目 充血、 うっ血、虚血、出血

8回 目 血栓症 (機序、部位、運命)

9回 目 塞栓症、梗塞

10回 目 リンパ液の循環障害 (浮腫、脱水)

11回 目 肥大・過形成…代償性肥大、仮性肥大

12回 目 再生、化生、永久細胞、安定細胞、不安定細胞

13回 目 創傷治癒、異物の処理 (骨折の治癒)

14回 目 移植、拒絶反応、再生医学、まとめ

15回 目 原因 形ヽ態学的変化 経過による分類

16回 目 形態による分類・滲出性・増殖性・特異性・炎

17回 目 免疫の仕組み (細 胞性・液性)、 免疫不全 (先天性・後天性)

18回 目 自己免疫疾患

19回 目 前期総復習

20回 目 前期定期試験

21回 目 アレルギーの 5型

22回 目 月「〕瘍の定義、肉限的 (外形、也、硬さ等)

23回 目 年田月泡 汗夕態 .4日 局包掲ヽ 1各  丹壼)亮 マーノ〕一

24回 目 発生のイオ上序、前圧病変、不顎四:痛

25回 目 生体への影甘 (局所 全完)

原因 (外因 :ウ イルス、内国 :ホ イレモン追ほ子など)26回 目



27回 目 良性腫瘍と悪性腫瘍 (発育速度・境界など)

28回 目 主要な癌 (胃 ・肺 。大腸・肝・腎・子宮・乳・小児癌)

29回 目 後期前半総復習

30回 目 後期前半定期試験

準備学習
時間外学習

身近な人連の病気などに気を留め、いろいろな話をきくようにしましょう。

評価方法

定期試験100%

受講生への
メッセージ

疾患、病気への理解をするためには基本的な機序、結果の理解が大切である。、基礎科目と一般臨床医学との繋がりが大きい為、自
~毛

学習をす

ることが望ましい。

【使用教科書・教材・参考書】

病理学概論 医歯薬出版



2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

実践臨床柔道整復学
必修

選択
必 修 年次 3

担当教員 複数の専任教員

実務経験 ○

摂業

形 態
講 義

総時間
(単位)

120

6

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

解吉W・ 生理・運動・衛生・公衆衛生・病理・法規・タト科・リハヒ
・
リテーション・一般臨床・整形外科・柔道整復

【到達目標】

患者が来院されて時の様々なシチュエーチョンの中で、患者とのコミュニケーションに必要な各科目の知識や国家試験を受験するにあたつて必要な知識が習

得できているかを確認することを目的とする。
到達目標は国家試験に合格できるレベルとする。

授業計画・内容

1回 目 診察各論(視診、打診、聴診、触診、生命徴候、感覚検査、反射検査、臨床症状)

2回 目 上肢損傷、下肢損傷

3回 目 体液・神経の生理について

4回 目 整形外科 診察法・検査法

5回 目 頭部・体幹の軟部組織損傷

6回 目 頭部・体幹の骨折と脱臼

7回 目 呼吸器疾患、循環器疾患、消化器疾患、代謝疾患、内分泌疾患

8回 目 頚肩腕症候群・腰痛

9回 目 筋・循環器系・呼吸器系の生理について

10回 目 整形外科 治療法

上肢の軟部組織損傷①

12回 目 上肢の骨折と脱臼①

13回 目 血液・造血器疾患、腎・尿路疾患、神経疾患、感染症、 リウマチ、膠原病、その他

14回 目 肋骨骨折、アキレス腱断裂

15回 目 消化と吸収・栄養と代謝の生理について

16回 目 整形外利 総論

17回 目 上肢の軟部組織損傷②

18回 目 上肢の骨折と脱自②

19回 目 細胞傷害、循環障害、進行性病変

20回 目 介護保険法①

21回 目 体温調節 内分泌機能と生殖の生理について

22回 目 スポーツ整形外利 総i命

23回 目 上肢の軟部・巳4土損傷⑤

24回 目 上肢の骨折と月
'仕

口0

25回 目 Jと 症、アレルギー、腫瘍、先天 生異常、病因について

介注保勝t法 迄)26回 目



27回 目 腎機能と1茜 造の生理について

28回 目 整形外科 疾患別各論①

29回 目 上肢の軟部組織損瘍④

30回 目 上肢の骨折と脱臼④

31回 目 外科学 総論

32回 目 障害者スポーツ①

33回 目 疾病予防と健康管理、感染症の予防について

34回 目 整形外科 疾患別各論②

35回 目 下肢の軟部組織損瘍①

36回 目 下肢の骨折と脱臼①

37回 目 外科学 各論

38回 目 障害者スポーツ②

39回 目 消毒、環境衛生について

40回 目 整形外科 身体別各論①

41回 目 下肢の軟部組織損瘍②

42回 目 下肢の骨折と脱白②

43回 目 衛生行政と保健医療の制度について (関係する法律について)

44回 日 リハヒリテション 問題演習

45回 目 母子保健・学校保健・産業保健について

46回 目 整形外科 身体別各論②

47回 目 下肢の軟部組織損傷③

48回 目 下肢の骨折と脱臼③

49回 目 実践柔道整復学まとめ①

50回 目 実践柔道整復学まとめO

51回 目 実践柔道整復学まとめ②

52回 目 実践柔道整復学まとめ②

53回 目 実践柔道整復学まとめ③

54回 目 実践柔道整復学まとめ③

55回 目 実践柔道整復学まとめ④

56回 目 実践柔道整復学まとめЭ

57回 目 実Pi柔 道整復学の演習こ

実践象道整復学の演習0

59回 目 突イテイ道ユ復学の浸古ご

60回 目 実践柔道娑復学の演習E

準備学習
時間外学習

事前に教科書、配布資料をよく読んでおくこと



評価方法

科 目認足試験100%

受講生への
メッセージ

在学3年間で学んだことの集大成として、国家試験を受験するにあたつて必要な知識がしつかり身についているかを確認する語覇です。
理解が不十分なところを再度確認し、国家試験に挑めるよう最善を尽くしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

全国柔道整復学校協会監修 教科書



2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復術適応の臨床的判定
必修
選択

必修 年 次 3
担当教員 齊藤 智仁

実務経験 O

授業

形 育ヒ
講 義

総時間
(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師の法制度的業務範囲の整理として柔道整復師法と受領委任取扱規定(健康保険施術)の 係る法制度的な適応を理解し、医療における柔道整復師
の位置づけを学び、臨床へ活かす。

【到達目標】

医学的適応を理解し、柔道整復施術所での施術が妥当な外傷であるか否かの判断を身に着け、内科的疾患等を鑑別し、患者利益を損なうことのない知識を

習得する。

授業計画・内容

1回 日 柔道整復施術所の非適応疾患①

2回 目 柔道整復施術所の非適応疾患②

3回 目 柔道整復施術所の非適応疾患③

4回 目 運動器傷害と鑑別すべき内科的疾患①

5回 目 運動器傷害と鑑別すべき内科的疾患②

6回 目 悪性腫瘍等に由来する疾患別特徴①

7回 目 悪性腫瘍等に由来する疾患別特徴②

8回 目 不可逆性変化(急性馬尾神経症候群等)の理解①

9回 目 不可逆性変化(急性馬尾神経症候群等)の理解②

10回 日 超音波画像観察装置について

11回 目 超音波画像観察装置の理解

12回 目 超音波画像観察装置の法的位置づけについて

13回 目 超音波画像観察装置の読影方法について①

14回 目 超音波画像観察装置の読影方法について②

15回 目 単純X線について

16回 目 XttCTについて

17回 目 M RIに ついて

18回 目 シンチグラフィーについて

19回 目 総復習

20回 目 前期定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

解剖学と一般臨床医学の復習が必要

評価方法

えヨニ月言式馬寅100!d

受講生への
メッセージ



【使用教科書・教材・参考書】

術の適応と医用画像の理解 (教科書)



2023年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学Ⅲ

Ctinicaljudo Therapy Ⅲ

必修
選択

必 修 年 次 3
担当教員 水元 宏哉

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

60

3

開講区分

曜日・時限

前期・後期前半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

これまで履修した柔道整復理論の総復習

【到達目標】

国家試験問題の傾向と対策を知る
臨床的思考を構築する

授業計画・内容

1回 目 総論問題演習および解答解説①

2回 目 総論問題演習および解答解説②

3回 目 総論実カテスト

4回 目 総論実カテストの解説

5回 目 総論問題演習および解答解説③

6回 目 総論問題演習および解答解説④

7回 目 下肢実カテスト

8回 目 下肢実カテストの解説

9回 目 骨盤骨骨折～大腿部の脱臼・骨折の問題演習および解答解説①

10回 目 骨盤骨骨折～大腿部の脱国・骨折の問題演習および解答解説②

11回 目 大腿部～下肢の脱国・骨折の問題演習および解説①

12回 目 大腿部～下肢の脱日・骨折の問題演習および解説②

13回 目 大腿部～下肢の脱口・骨折の問題演習および解説③

14回 目 下腿～足部の脱臼・骨析の問題演習および解説①

15回 目 下腿～足部の脱日・骨折の問題演習および解説②

16回 目 下腿～足部の脱臼・骨折の問題演習および解説③

17回 目 骨盤骨骨折～大腿部の軟部組織損傷の問題演習および解説

18回 目 前期総復習①

19回 目 前期総復習②

20回 目 前期定期試験・解答解説

21回 目 大腿部～下腿の軟部組織損傷の問題演習および解説0

22回 目 大腿部～下腿の軟部組織損傷の問題演習および解説②

23回 目 下腿～足部の軟部組織損傷の問題演習および解説(11

24回 目 下腿～足部の軟部組織損傷の問題演習および解説¢

25回 目 下腿～足部の軟部組織損傷の問題演習および解説(gi

体幹部の損傷の問題演習および解説0わ26回 目



27回 目 体幹部の損傷の問題演習および解説②

28回 目 後期前半総復習①

29回 目 後期前半総復習②

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

柔週蟹優 I堅 諭、イr副
~子

、生 )里早、連軍D早の目
~毛 ~子

習が必要

評価方法

定期試験100%

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 (理論編・実技編 )、 プリント
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